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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための技法について説明する。第１
の方法は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第
１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチ
ャネル占有識別子を挿入することを含み得る。第１の方
法は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チャ
ネル占有識別子を有する第１の送信を送信することも含
み得る。第２の方法は、第１のＲＡＴを使って操作され
る受信機において、第２のＲＡＴを使う送信のためのチ
ャネル占有識別子を受信することを含み得る。チャネル
占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て受信され得る。第２の方法はまた、バックオフ期間を
識別するために、チャネル占有識別子を復号することと
、識別されたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づ
いて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクト
ル帯域にアクセスするのを控えることとを含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送
信のためのチャネル占有識別子を挿入することと、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記第１
の送信を送信することとを備える方法。
【請求項２】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）プリアンブルの少なくとも一部分
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの前記部分は少なくとも第１のシンボルと第２のシンボル
とを備え、前記方法は、
　前記第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対して前記第２のシンボルの第２の
コンスタレーションを回転させることによって、前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルをフォーマ
ットすることをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記持続時間は、いくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備える
、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合するためにリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）手順を実施することと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったことに少なく
とも部分的に基づいて、前記チャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信すること
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　再同期境界を過ぎたかどうか決定することと、
　前記再同期境界を過ぎていないと決定したことに少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信することとをさらに備える、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　チャネル使用ビーコンシンボル（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分として、前記チャネル
占有識別子を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した、前記チャネル占有識別子の送信時間を
時間ディザリングすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　セル識別子に少なくとも部分的に基づいて、前記送信時間を選択することをさらに備え
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　パブリックモバイルランドネットワーク（ＰＬＭＮ）識別子に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信時間を選択することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　前記第１の送信のデータサブフレームに前記チャネル占有識別子を挿入することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　少なくとも前記チャネル占有識別子の第１のインスタンスと、前記チャネル占有識別子
の第２のインスタンスとを前記第１の送信に挿入することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記送信することは第１の送信装置によって実施され、前記チャネル占有識別子の第１
の部分は、第２の送信装置によって送信された第２のチャネル占有識別子の重複送信の第
１の部分に共通であり、前記チャネル占有識別子の第２の部分は、前記第２の送信装置に
よって送信された前記第２のチャネル占有識別子の第２の部分とは異なる、請求項１に記
載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送
信のためのチャネル占有識別子を挿入するための手段と、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記第１
の送信を送信するための手段とを備える装置。
【請求項１６】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信の
ためのチャネル占有識別子を受信することと、前記チャネル占有識別子は、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して受信される、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号することと、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることとを備える方法。
【請求項１９】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出することをさらに備え
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、請求項
２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記エネルギーレベルが閾を満足できないとき、前記第１のＲＡＴを使って前記無認可
無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、請求項２０に
記載の方法。
【請求項２３】
　前記チャネル占有識別子が、前記第１のＲＡＴを使う第１の送信機、それとも前記第２
のＲＡＴを使う第２の送信機から受信されたのか決定するために、前記チャネル占有識別
子を復号することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記バックオフ期間はいくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備
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える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は、ユーザ機器（ＵＥ）のセルラー受信機を備える
、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は基地局のセルラー受信機を備える、請求項１８に
記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信の
ためのチャネル占有識別子を受信するための手段と、前記チャネル占有識別子は、無認可
無線周波数スペクトル帯域を介して受信される、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号するための手段と、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段とを備える装置。
【請求項２８】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出するための手段をさら
に備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段をさらに備える、
請求項２９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡されている、２０１５年７月６日に
出願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｒ
ｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｏｃｃｕｐａｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒｓ　Ｏ
ｖｅｒ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒ
ｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｙｅｒｒａｍａｌｌｉらによる米国特許出願第１４／７９１
，８３５号、および２０１４年８月２２日に出願された、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏ
ｒ　Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｏｃｃ
ｕｐａｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒｓ　Ｏｖｅｒ　ａｎ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ　Ｂａｎｄ」と題する、Ｙｅｒｒａｍａ
ｌｌｉらによる米国仮特許出願第６２／０４０，６３７号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可無
線周波数スペクトル帯域を介してチャネル占有識別子を送信および受信するための技法に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例には、符号分割多元接続（
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ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤ
ＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、別名ユーザ機器（ＵＥ）として
知られる複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地
局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のための）ダウンリンク
チャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のための）アップリンクチャネル
上でＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介する、またはセ
ルラーネットワークの様々な無線周波数スペクトル帯域（たとえば、認可無線周波数スペ
クトル帯域および／もしくは無認可無線周波数スペクトル帯域）を介する、基地局とＵＥ
との間の通信を可能にすることができる。認可無線周波数スペクトル帯域を使用するセル
ラーネットワークにおけるデータトラフィックの増加に伴い、少なくともいくつかのデー
タトラフィックを無認可無線周波数スペクトル帯域にオフロードすることにより、拡大デ
ータ送信容量の機会をセルラー事業者に提供することができる。
【０００６】
　[0006]無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを得て、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して通信するより前に、基地局またはＵＥは、無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順を実
施することができる。ＬＢＴ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用
可能であるかどうかを決定するためにクリアチャネル評価（ＣＣＡ）手順を実施すること
を含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（たとえば、別の装置が無認
可無線周波数スペクトル帯域のチャネルをすでに使用しているので）利用可能ではないと
決定されると、そのチャネルのためにＣＣＡ手順が後で再び実施され得る。
【０００７】
　[0007]基地局またはＵＥが、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）活動のせいで無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルへのアクセスが欠乏し得る環境では、拡張ＣＣＡ手順が、基地局
またはＵＥが無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求める競合に成
功する見込みを増大させるのに利用され得る。同様の手順は現時点では、Ｗｉ－Ｆｉノー
ド（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントおよび／またはＷｉ－Ｆｉ局）にとっては利
用可能でない。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]本開示は、たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を介してチャネル占有識
別子を送信および受信するための１つまたは複数の技法に関する。いくつかの環境では、
セルラーネットワークの基地局およびＷｉ－ＦｉネットワークのＷｉ－Ｆｉアクセスポイ
ントは各々、他方のエネルギー検出範囲の外にあり得る。したがって、無認可無線周波数
スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合するとき、基地局およびＷｉ－Ｆｉ
アクセスポイントは各々、チャネルが利用可能であると決定すればよい。ただし、基地局
と通信しているユーザ機器（ＵＥ）およびＷｉ－Ｆｉアクセスポイントと通信しているＷ
ｉ－Ｆｉ局は各々、基地局とＷｉ－Ｆｉアクセスポイントの両方のエネルギー検出範囲内
にあり得る。ＵＥはしたがって、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントとＷｉ－Ｆｉ局との間の送
信から干渉を受ける場合があり、Ｗｉ－Ｆｉ局は、基地局とＵＥとの間の送信から干渉を
受ける場合がある。ＵＥが干渉を受けるとき、基地局は、再度、無認可無線周波数スペク
トル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合し、ＵＥが干渉から回復するのを助けるた
めに、（たとえば、ＵＥによって報告されたチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）に少な
くとも部分的に基づいて）レート適応などの技法を使うことができる。ただし、Ｗｉ－Ｆ
ｉ局が干渉を受けるとき、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントは、コンテンションウィンドウサ
イズを増大させ（たとえば、コンテンションウィンドウサイズを倍にし）、無認可無線周
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波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合するための後続の試みを、コン
テンションウィンドウサイズだけ遅らせるように構成されてよい。Ｗｉ－Ｆｉ局が干渉を
受け続ける場合、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントは、最大（および可能性としては長すぎる
）コンテンションウィンドウサイズに達するまで、コンテンションウィンドウサイズを増
大させ続けてよい。これは、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントに、無認可無線周波数スペクト
ル帯域のチャネルへのアクセスを欠乏させるという影響を有し得る。
【０００９】
　[0009]ある例では、ワイヤレス通信のための方法について説明する。方法は、第１の無
線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のための
チャネル占有識別子を挿入することを含み得る。方法は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信することも含み得る。
【００１０】
　[0010]ある例では、ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、第１のＲ
ＡＴを使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャネル占有識別子を
挿入するための手段を含み得る。装置は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チ
ャネル占有識別子を有する第１の送信を送信するための手段も含み得る。
【００１１】
　[0011]ある例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。この装置は、
プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含むことができる。プロセッサ
およびメモリは、第１のＲＡＴを使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のた
めのチャネル占有識別子を挿入するように構成され得る。プロセッサおよびメモリは、無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信
するようにも構成され得る。
【００１２】
　[0012]ある例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する非
一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コンピュータ可読媒体は、第１
のＲＡＴを使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャネル占有識別
子を挿入するためのコードを含み得る。非一時的コンピュータ可読媒体は、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信するための
コードも含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る
。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分は、少なくとも第１のシンボルと
第２のシンボルとを含んでよく、方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、
第１のシンボルのコンスタレーションに対して第２のシンボルのコンスタレーションを回
転させることによって、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルをフォーマットするためのプロセス、特
徴、手段、またはコードをさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持続
時間を識別することができ、持続時間は、いくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）
シンボル周期を含み得る。
【００１５】
　[0015]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合するためにリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）手順を実施するための、および無認可無線周波数スペクトル帯域
にアクセスするための競合に勝ったことに少なくとも部分的に基づいて、チャネル占有識
別子を有する第１の送信を送信するためのプロセス、特徴、手段、またはコードをさらに
含み得る。いくつかの例では、上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ
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可読媒体は、再同期境界を過ぎたかどうか決定するための、および再同期境界を過ぎてい
ないと決定したことに少なくとも部分的に基づいて、チャネル占有識別子を有する第１の
送信を送信するためのプロセス、特徴、手段、またはコードを含み得る。
【００１６】
　[0016]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、いくつか
の例では、チャネル使用ビーコンシンボル（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分として、チャ
ネル占有識別子を送信するためのプロセス、特徴、手段、またはコードをさらに含み得る
。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フラクショナルＣＵＢＳの少なくとも一部分
を含み得る。
【００１７】
　[0017]いくつかの例では、上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可
読媒体は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した、チャネル占有識別子の送信の時間
を時間ディザリングするためのプロセス、特徴、手段、またはコードを含み得る。方法、
装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、いくつかの例では、セル識別子に少なく
とも部分的に基づいて送信時間を選択するためのプロセス、特徴、手段、またはコードを
さらに含み得る。方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、
パブリックモバイルランドネットワーク（ＰＬＭＮ）識別子に少なくとも部分的に基づい
て、送信時間を選択するためのプロセス、特徴、手段、またはコードを含み得る。
【００１８】
　[0018]いくつかの例では、第１の送信にチャネル占有識別子を挿入するためのプロセス
、特徴、手段、またはコードは、第１の送信のデータサブフレームにチャネル占有識別子
を挿入することを含み得る。いくつかの例では、第１の送信にチャネル占有識別子を挿入
するためのプロセス、特徴、手段、またはコードは、少なくともチャネル占有識別子の第
１のインスタンスと、チャネル占有識別子の第２のインスタンスとを第１の送信に挿入す
ることを含み得る。
【００１９】
　[0019]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、チャネル占有識別子を送信することは、第１の送信装置によって実施されてよく
、チャネル占有識別子の第１の部分は、第２の送信装置によって送信された第２のチャネ
ル占有識別子の重複送信の第１の部分に共通であり、チャネル占有識別子の第２の部分は
、第２の送信装置によって送信された第２のチャネル占有識別子の第２の部分とは異なる
。上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、挿入し、送信することは、セルラーネットワークの基地局によって実施され得る。方法
、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の他の例では、挿入し、送信することは、
セルラーネットワークのＵＥによって実施され得る。
【００２０】
　[0020]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、チャネル占有識別子は、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）規格８０２．１１
ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１
ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルからなる群から選
択されたＷｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。
【００２１】
　[0021]ある例では、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。方法は、第１
のＲＡＴを使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信することを含み得る。チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して受信され得る。方法はまた、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子
を復号することと、バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使っ
て無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることとを含み得る。
【００２２】
　[0022]ある例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、第１
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のＲＡＴを使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信するための手段を含み得る。チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して受信され得る。装置はまた、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有
識別子を復号するための手段と、バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１の
ＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段と
を含み得る。
【００２３】
　[0023]ある例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。この装置は、
プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含むことができる。プロセッサ
およびメモリは、第１のＲＡＴを使う受信機において、第２のＲＡＴを使ってチャネル占
有識別子を受信するように構成され得る。チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介して受信され得る。プロセッサおよびメモリは、バックオフ期間を識別す
るために、チャネル占有識別子を復号するように、およびバックオフ期間に少なくとも部
分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスする
のを控えるようにも構成され得る。
【００２４】
　[0024]ある例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する別
の非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コンピュータ可読媒体は、
第１のＲＡＴを使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別
子を受信するためのコードを含み得る。チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して受信され得る。非一時的コンピュータ可読媒体は、バックオフ期間を識
別するために、チャネル占有識別子を復号するための、およびバックオフ期間に少なくと
も部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセス
するのを控えるためのコードも含み得る。
【００２５】
　[0025]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る
。方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、無認可無線周波
数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出するためのプロセス、特徴、手段、またはコ
ードをさらに含み得る。いくつかの例は、エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づい
て、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるた
めのプロセス、特徴、手段、またはコードをさらに含み得る。いくつかの例では、上記で
説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、エネルギーレベルが閾を
満足できないとき、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスす
るのを控えるためのプロセス、特徴、手段、またはコードを含み得る。
【００２６】
　[0026]上記で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、チャネル占有識別子が、第１のＲＡＴを使う第１の送信機から、それとも第２のＲ
ＡＴを使う第２の送信機から受信されたのか決定するために、チャネル占有識別子を復号
するためのプロセス、特徴、手段、またはコードを含み得る。上述の方法、装置、または
非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、バックオフ期間は、いくつかのＯＦ
ＤＭシンボル周期を含み得る。いくつかの例では、第１のＲＡＴを使う受信機は、ＵＥの
セルラー受信機を含み得る。他の例では、第１のＲＡＴを使う受信機は、基地局のセルラ
ー受信機を含み得る。
【００２７】
　[0027]ある例では、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。方法は、第１
のＲＡＴを使う受信機において、第１のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信することを含み得る。チャネル占有識別子は、第２のＲＡＴを使う送信機から無認可
無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。方法はまた、バックオフ期間を識別す
るために、チャネル占有識別子を復号することと、バックオフ期間に少なくとも部分的に
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基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控
えることとを含み得る。
【００２８】
　[0028]ある例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、第１
のＲＡＴを使う受信機において、第１のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信するための手段を含み得る。チャネル占有識別子は、第２のＲＡＴを使う送信機から
無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。装置はまた、バックオフ期間を
識別するために、チャネル占有識別子を復号するための手段と、バックオフ期間に少なく
とも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセ
スするのを控えるための手段とを含み得る。
【００２９】
　[0029]ある例では、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。この装置は、
プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリとを含むことができる。プロセッサ
およびメモリは、第１のＲＡＴを使って操作される受信機において、第１のＲＡＴを使う
送信のためのチャネル占有識別子を受信するように構成され得る。チャネル占有識別子は
、第２のＲＡＴを使う送信機から無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る
。プロセッサおよびメモリは、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子を
復号するように、およびバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを
使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるようにも構成され得る
。
【００３０】
　[0030]ある例では、ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶する別
の非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。非一時的コンピュータ可読媒体は、
第１のＲＡＴを使う受信機において、第１のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別
子を受信するためのコードを含み得る。チャネル占有識別子は、第２のＲＡＴを使う送信
機から無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。非一時的コンピュータ可
読媒体は、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子を復号するための、お
よびバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周
波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるためのコードも含み得る。
【００３１】
　[0031]上記で説明した方法、装置、またはコンピュータ可読媒体は、バックオフ期間を
識別すると、コンテンションウィンドウサイズを増大させるのを控えるためのプロセス、
特徴、手段、またはコードを含み得る。上記で説明した方法、装置、またはコンピュータ
可読媒体のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なく
とも一部分を含み得る。
【００３２】
　[0032]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をかなり広範に概説した。以下で、追加の特徴およ
び利点について説明する。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実施する
ための他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴
、それらの構成と動作の方法の両方は、関連する利点と一緒に、添付の図にとともに考慮
されると、以下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために
与えられるものであり、特許請求の範囲の限定の定義として与えられるものではない。
【００３３】
　[0033]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有することができ得る
。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同
様の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。単に第
１の参照ラベルが本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにか
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かわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】[0034]本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２】[0035]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使う様々
なシナリオの下でＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａが展開され得るワイヤレス通信システ
ムを示す図。
【図３】[0036]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワ
イヤレス通信の例を示す図。
【図４】[0037]本開示の様々な態様による、第１のＷｉ－Ｆｉパケット、第２のＷｉ－Ｆ
ｉパケット、および／または第３のＷｉ－ＦｉパケットのＷｉ－Ｆｉプリアンブルの一部
分または全部が、チャネル占有識別子として使われ得る、第１のＷｉ－Ｆｉパケット、第
２のＷｉ－Ｆｉパケット、および第３のＷｉ－Ｆｉパケットの例を示す図。
【図５】[0038]本開示の様々な態様による、複数の送信装置による、チャネル占有識別子
の時間ディザリングされた送信の例を示す図。
【図６】[0039]本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワ
イヤレス通信の例を示す図。
【図７】[0040]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための送信
装置のブロック図。
【図８】[0041]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための送信
装置のブロック図。
【図９】[0042]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための受信
装置のブロック図。
【図１０】[0043]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための受
信装置のブロック図。
【図１１】[0044]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基
地局（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図。
【図１２】[0045]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのＵ
Ｅのブロック図。
【図１３】[0046]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフ
ローチャート。
【図１４】[0047]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフ
ローチャート。
【図１５】[0048]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフ
ローチャート。
【図１６】[0049]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフ
ローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　[0050]無認可無線周波数スペクトル帯域が、ワイヤレス通信システムを介した通信の少
なくとも一部分に使用される技法について記載する。いくつかの例では、無認可無線周波
数スペクトル帯域は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信および／またはＬＴ
Ｅアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）通信のためのセルラーネットワークの基地局およびユーザ
機器（ＵＥ）によって、ならびにＷｉ－Ｆｉ通信のためのＷｉ－ＦｉネットワークのＷｉ
－ＦｉアクセスポイントおよびＷｉ－Ｆｉ局によって使われ得る。無認可無線周波数スペ
クトル帯域は、セルラーネットワークによって、認可無線周波数スペクトル帯域と組み合
わせて、または認可無線周波数スペクトル帯域とは無関係に使用される場合がある。いく
つかの例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域が少なく
とも部分的にＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途に利用可能であるので、デバイスがアクセ
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スを求めて競合する必要があり得る、無線周波数スペクトル帯域であり得る。
【００３６】
　[0051]無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを得て、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して通信するより前に、基地局またはＵＥは、無認可無線周波数スペクトル
帯域へのアクセスを求めて競合するために、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順を実
施することができる。ＬＢＴ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利用
可能であるかどうかを決定するためにクリアチャネル評価（ＣＣＡ）手順を実施すること
を含み得る。無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが（たとえば、別の装置が無認
可無線周波数スペクトル帯域のチャネルをすでに使用しているので）利用可能ではないと
決定されると、そのチャネルのためにＣＣＡ手順が後で再び実施され得る。基地局または
ＵＥが、Ｗｉ－Ｆｉ活動のせいで無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセ
スが欠乏し得る環境では、拡張ＣＣＡ手順が、基地局またはＵＥが無認可無線周波数スペ
クトル帯域のチャネルへのアクセスを求める競合に成功する見込みを増大させるのに利用
され得る。拡張ＣＣＡ手順は、拡張ＣＣＡカウンタに従って、無作為な数のＣＣＡ手順（
１～ｑ）の実施を伴う。単一のＣＣＡ手順それとも複数のＣＣＡ手順が実施されるのかに
かかわらず、各ＣＣＡ手順は、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネル上でのエネル
ギーレベルを検出することと、エネルギーレベルが閾を下回るかどうか決定することとを
含み得る。エネルギーレベルが閾を下回るとき、ＣＣＡ手順は成功であり、無認可無線周
波数スペクトル帯域のチャネルにアクセスするための競合は成功し得る。エネルギーレベ
ルが閾を超えるとき、ＣＣＡ手順は不成功であり、無認可無線周波数スペクトル帯域のチ
ャネルにアクセスするための競合は不成功であり得る。
【００３７】
　[0052]ＣＣＡ手順または拡張ＣＣＡ手順が成功すると、無認可無線周波数スペクトル帯
域のチャネルを介して送信が行われ得る。パケットエラーに（たとえば、２つ以上の送信
装置によって行われる送信の衝突により、または乏しいチャネル条件により）遭遇すると
、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に基づく再送信が実施され得る。いくつかの例
では、再送信は、（たとえば、ＵＥによって報告されるチャネル品質インジケータ（ＣＱ
Ｉ）に少なくとも部分的に基づいて）レート適応を使って、元の送信から修正され得る。
【００３８】
　[0053]無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを得て、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して通信するより前に、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局は
、キャリア検知多元接続（ＣＳＭＡ）手順を実施することができ、この手順において、Ｗ
ｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局は、１）無認可無線周波数スペクトル帯域
のチャネル上でのエネルギーレベルを検出し、エネルギーレベルが閾を下回るかどうか決
定し、および２）無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルを介するＷｉ－Ｆｉプリア
ンブルの送信を求めてリッスンする。Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルが検出されるエネルギーレ
ベルは、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネル上でのエネルギーレベルと比較され
る閾よりも低く、いくつかの例では、はるかに低い場合がある。エネルギーレベルが閾を
下回り、Ｗｉ－Ｆｉノード（たとえば、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局
）がＷｉ－Ｆｉプリアンブルの送信を検出すると、Ｗｉ－Ｆｉノードは、無認可無線周波
数スペクトル帯域のチャネルにアクセスすることができる。エネルギーレベルが閾を超え
るとき、またはＷｉ－ＦｉノードがＷｉ－Ｆｉプリアンブルの送信を検出すると、Ｗｉ－
Ｆｉノードは、コンテンションウィンドウサイズに基づいてバックオフカウンタをスター
トさせてよく、バックオフカウンタが満了するまで無認可無線周波数スペクトル帯域のチ
ャネルにアクセスするのを控えればよい。Ｗｉ－Ｆｉノードが、エネルギーレベルが閾を
超えると決定し、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの送信を検出し、および／または送信がそれに
対して行われたＷｉ－Ｆｉノードから否定応答（ＮＡＣＫ）を受信するたびに、Ｗｉ－Ｆ
ｉノードは、Ｗｉ－Ｆｉノードとの間の次の送信中のデータ衝突または干渉の確率を低下
させるために、コンテンションウィンドウのサイズを増大させ（たとえば、倍にし）てよ
い。メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）アグリゲー



(12) JP 2017-531366 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

ションのケースでは、コンテンションウィンドウサイズは、ＭＰＤＵすべてが受信装置に
よって間違って復号されたときに増大し得る。コンテンションウィンドウのサイズは、Ｗ
ｉ－Ｆｉノードが無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを得るのに成
功すると、低下され（たとえば、最も小さいサイズにリセットされ）得る。Ｗｉ－Ｆｉノ
ードによるＮＡＣＫの受信に関しては、１つまたは複数の再送信パラメータを（たとえば
、報告されたＣＱＩに基づいて）調節するための機構がない。
【００３９】
　[0054]セルラーノードおよびＷｉ－Ｆｉノードによって使われるチャネルアクセス機構
とレート適応機構との間の不均整の結果、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉノードが、１つま
たは複数のセルラーノードによる、無認可無線周波数スペクトル帯域の共有チャネルへの
アクセスが欠乏し得る。本明細書に記載するように、このＷｉ－Ｆｉノード欠乏問題は、
セルラーＲＡＴを使う、無認可無線周波数スペクトル帯域を介する送信に、Ｗｉ－Ｆｉ無
線アクセス技術（ＲＡＴ）によって復号可能なチャネル占有識別子を挿入することによっ
て緩和され得る。
【００４０】
　[0055]以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用可
能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、論じられ
る要素の機能および構成に変更が行われ得る。様々な例が、適宜に様々な手順または構成
要素を省略、置換、または追加してよい。たとえば、説明される方法は、説明されるのと
は異なる順序で実施されてよく、様々なステップが追加、省略、または組み合わされてよ
い。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わせられてもよ
い。
【００４１】
　[0056]図１は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム１００の例を示す。
ワイヤレス通信システム１００は、セルラーネットワークとＷｉ－Ｆｉネットワークとを
含み得る。セルラーネットワークは、１つまたは複数の基地局１０５、１０５－ａと、１
つまたは複数のＵＥ１１５、１１５－ａと、コアネットワーク１３０とを含み得る。Ｗｉ
－Ｆｉネットワークは、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５、１３５－
ａと、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａとを含み得る。
【００４２】
　[0057]ワイヤレス通信システム１００のセルラーネットワークを参照すると、コアネッ
トワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラッキングと、インターネットプ
ロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング、またはモビリティ機能とを提
供し得る。基地局１０５、１０５－ａは、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１な
ど）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし得、ＵＥ１１５、１１５－ａ
との通信のための無線構成およびスケジューリングを実施し得るか、または基地局コント
ローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５、１０５－ａは
、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえ
ば、Ｘ１など）を介して、直接または間接的（たとえば、コアネットワーク１３０を通し
て）のいずれかで、互いに通信し得る。
【００４３】
　[0058]基地局１０５、１０５－ａは、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ
１１５、１１５－ａとワイヤレス通信することができる。基地局１０５、１０５－ａの各
々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通信カバレージを提供し得る。いくつ
かの例では、基地局１０５、１０５－ａは、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセス
ポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホー
ムｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局１０５、１
０５－ａのための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分を構成す
るセクタ（図示せず）に分割され得る。セルラーネットワークは、異なるタイプの基地局
１０５、１０５－ａ（たとえば、マクロセル基地局および／またはスモールセル基地局）
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を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【００４４】
　[0059]いくつかの例では、セルラーネットワークはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを
含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語
は、基地局１０５、１０５－ａを記述するのに使われ得るが、ＵＥという用語は、ＵＥ１
１５、１１５－ａを記述するのに使われ得る。セルラーネットワークは、異なるタイプの
ｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
であり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５、１０５－ａは、マクロセル、スモ
ールセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを提供し得る。「セル」と
いう用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリアもしくはコンポ
ーネントキャリア、またはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア（たとえば、セク
タなど）を記述するのに使われ得る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００４５】
　[0060]マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）を
カバーし得、ネットワーク事業者のサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、同じまたは異なる（たとえば、
認可、無認可などの）無線周波数スペクトル帯域内でマクロセルとして動作し得る低電力
基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によると、ピコセルとフェムトセルとマイ
クロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワ
ークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フ
ェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、フェ
ムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自
宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのため
のｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモ
ールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある
。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、
コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００４６】
　[0061]セルラーネットワークは、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は近似
的に時間整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有し得
、異なる基地局からの送信は時間整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、
同期動作または非同期動作のいずれかのために使われ得る。
【００４７】
　[0062]セルラーネットワークは、いくつかの例では、階層化プロトコルスタックに従っ
て動作する、パケットベースのネットワークを含み得る。ユーザプレーンでは、ベアラま
たはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤにおける通信は、Ｉ
Ｐベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して通信す
るためにパケットのセグメンテーションとリアセンブリとを実施することができる。ＭＡ
Ｃレイヤは、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実施
し得る。ＭＡＣレイヤは、リンク効率を改善するためにＭＡＣレイヤにおける再送信を提
供するのにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用することもできる。制御プレーンでは
、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線
ベアラをサポートする、ＵＥ１１５、１１５－ａと基地局１０５、１０５－ａまたはコア
ネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行い得る。物理（ＰＨＹ
）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマップされ得る。
【００４８】
　[0063]ＵＥ１１５、１１５－ａは、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散
されてよく、ＵＥ１１５、１１５－ａの各々は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５ま
たは１１５－ａは、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレス



(14) JP 2017-531366 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

ユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信
デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤ
レス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、
クライアント、または何らかの他の好適な用語を含むか、またはそのように当業者によっ
て呼ばれることもある。ＵＥ１１５、１１５－ａは、セルラーフォン、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレッ
トコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルル
ープ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー
基地局などを含む、様々なタイプの基地局１０５、１０５－ａおよびネットワーク機器と
通信することが可能であり得る。
【００４９】
　[0064]ワイヤレス通信システム１００中に示される通信リンク１２５は、基地局１０５
、１０５－ａからＵＥ１１５、１１５－ａにダウンリンク（ＤＬ）送信を、および／また
はＵＥ１１５、１１５－ａから基地局１０５、１０５－ａにアップリンク（ＵＬ）送信を
搬送し得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップ
リンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００５０】
　[0065]いくつかの例では、通信リンク１２５の各々は１つまたは複数のキャリアを含み
得、ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な無線技術に従って変調された複数の
サブキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調
信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネ
ルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、
周波数領域二重（ＦＤＤ：frequency domain duplex）動作を使用して（たとえば、対ス
ペクトルリソースを使用して）、または時間領域二重（ＴＤＤ：time domain duplex）動
作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る
。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ１）とＴＤＤ動作の
ためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ２）とが定義され得る。
【００５１】
　[0066]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、基地局１０５、１０５－ａ
および／またはＵＥ１１５、１１５－ａは、基地局１０５、１０５－ａとＵＥ１１５、１
１５－ａとの間の通信品質と信頼性とを改善するために、アンテナダイバーシティ方式を
採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基地局１０５、１０
５－ａおよび／またはＵＥ１１５、１１５－ａは、同じまたは異なるコード化データを搬
送する複数の空間レイヤを送信するのにマルチパス環境を利用することができる多入力多
出力（ＭＩＭＯ）技法を利用してよい。
【００５２】
　[0067]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用されることがある。ＵＥ
１１５、１１５－ａは、キャリアアグリゲーションのための、複数のダウンリンクＣＣと
１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、Ｆ
ＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使われ得る
。
【００５３】
　[0068]ワイヤレス通信システム１００のＷｉ－Ｆｉネットワークを参照すると、Ｗｉ－
Ｆｉアクセスポイント１３５、１３５－ａは、１つまたは複数の通信リンク１４５を介し
て、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉアクセスポイントアンテナを経由してＷｉ－Ｆｉ局１４
０、１４０－ａとワイヤレス通信することができる。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉアク
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セスポイント１３５、１３５－ａは、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）規格８０２．
１１（たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ
規格８０２．１１ａｃ、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘ）など、１つまたは複数の
Ｗｉ－Ｆｉ通信規格を使って、Ｗｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａと通信し得る。
【００５４】
　[0069]いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａは、セルラーフォン、スマ
ートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス
、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータなどであってよい。いくつかの例
では、装置が、ＵＥ１１５、１１５－ａとＷｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａの両方の態様
を含む場合があり、このような装置は、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）（たとえば、
１つのセルラーＲＡＴ、または複数のセルラーＲＡＴ）を使って、１つまたは複数の基地
局１０５、１０５－ａと通信し、第２のＲＡＴ（たとえば、１つのＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴ、
または複数のＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴ）を使って、１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉアクセスポイ
ント１３５、１３５－ａと通信することができる。
【００５５】
　[0070]いくつかの例では、基地局１０５、１０５－ａおよびＵＥ１１５、１１５－ａは
、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て通信することができ、一方でＷｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５、１３５－ａおよびＷ
ｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａは、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するこ
とができる。無認可無線周波数スペクトル帯域はしたがって、基地局１０５、１０５－ａ
、ＵＥ１１５、１１５－ａ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５、１３５－ａ、および／
またはＷｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａによって共有され得る。無認可無線周波数スペク
トル帯域が、異なるプロトコル（たとえば、異なるＲＡＴ）の下で動作する装置によって
共有され得るので、送信装置は、無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて
競合し得る。
【００５６】
　[0071]図２は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用す
る様々なシナリオの下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開され得るワイヤレス通信システム２０
０を示す。より具体的には、図２は、無認可無線周波数スペクトル帯域を使用してＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａが展開される、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード
、およびスタンドアロンモードの例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参
照して説明したワイヤレス通信システム１００の部分の例であり得る。さらに、第１の基
地局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１を参照して説明した基地局１０５、１
０５－ａのうちの１つまたは複数の、態様の例であってよく、第１のＵＥ２１５、第２の
ＵＥ２１５－ａ、第３のＵＥ２１５－ｂ、および第４のＵＥ２１５－ｃは、図１を参照し
て説明したＵＥ１１５、１１５－ａのうちの１つまたは複数の、態様の例であってよい。
【００５７】
　[0072]ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、第１
の基地局２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、無認可無線周波数スペクトル帯域
において周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１の双方向リンク２
２５を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第１の双方向
リンク２２５を使用して第１のＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することができ
る。第１の双方向リンク２２５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ４に
関連付けられ得る。無認可無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンクチャネル２２
０および認可無線周波数スペクトル帯域における第１の双方向リンク２２５は、同時に動
作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、第１の基地局２０５にダウンリンク容量のオ
フロードを提供し得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネル２２０は、（たとえば
、１つのＵＥに宛てられる）ユニキャストサービスのために、または（たとえば、いくつ
かのＵＥに宛てられる）マルチキャストサービスのために使われ得る。このシナリオは、
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認可無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィックおよび／またはシグナリングの輻
輳の一部を緩和する必要があるどのサービスプロバイダ（たとえば、モバイルネットワー
ク事業者（ＭＮＯ））に対しても起こり得る。
【００５８】
　[0073]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例
では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５－
ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５
－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックインタ
ーリーブＦＤＭＡ波形を受信し得る。第２の双方向リンク２３０は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第３
の双方向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第
３の双方向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信
し得る。第３の双方向リンク２３５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ
２に関連付けられ得る。第２の双方向リンク２３０は、第１の基地局２０５にダウンリン
ク容量およびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。上記で説明した補助ダウンリ
ンクのように、このシナリオは、認可無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィック
および／またはシグナリング輻輳の一部を緩和する必要があるどのサービスプロバイダ（
たとえば、ＭＮＯ）に対しても起こり得る。
【００５９】
　[0074]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の
例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１５
－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１
５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックイン
ターリーブ波形を受信し得る。第４の双方向リンク２４０は、無認可無線周波数スペクト
ル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１の基地局２０５はまた、第５の双方
向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信し得、第５の双
方向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信し得る
。第５の双方向リンク２４５は、認可無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関
連付けられ得る。第４の双方向リンク２４０は、第１の基地局２０５にダウンリンク容量
およびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。この例および上に挙げた例は、説明
のために提示され、容量のオフロードのために、認可無線周波数スペクトル帯域において
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを組み合わせ、無認可無線周波数スペクトル帯域を使う他の同様の動
作モードまたは展開シナリオが存在し得る。
【００６０】
　[0075]上記で説明したように、無認可無線周波数スペクトル帯域においてＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａを使用することによって提供される容量のオフロードから利益を得ることがある１
つのタイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセス権を有する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダにとって、運
用上の例としては、認可無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ１次コンポー
ネントキャリア（ＰＣＣ）と無認可無線周波数スペクトル帯域上の少なくとも１つの２次
コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補
助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）があり得る。
【００６１】
　[0076]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、たとえば、（たと
えば、第１の双方向リンク２２５と、第３の双方向リンク２３５と、第５の双方向リンク
２４５とを介して）認可無線周波数スペクトル帯域において通信され得、データは、たと
えば、（たとえば、第２の双方向リンク２３０と第４の双方向リンク２４０とを介して）
無認可無線周波数スペクトル帯域において通信され得る。無認可無線周波数スペクトル帯
域を使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波
数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポー
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ネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーション
の範疇に入り得る。
【００６２】
　[0077]ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの一例では、第２
の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃからＯＦＤＭＡ
波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックインターリーブＦＤＭＡ波
形を受信し得る。双方向リンク２５０は、無認可無線周波数スペクトル帯域における周波
数Ｆ３に関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば
、ユニキャスト、マルチキャスト）などの非従来型ワイヤレスアクセスシナリオにおいて
使われ得る。この動作モードのためのサービスプロバイダのタイプの例は、認可無線周波
数スペクトル帯域へのアクセスをもたない、スタジアム所有者、ケーブル会社、イベント
主催者、ホテル、企業、または大企業であり得る。
【００６３】
　[0078]いくつかの例では、図１および／もしくは図２を参照して説明した基地局１０５
、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａのうちの１つ、ならびに／または図
１および／もしくは図２を参照して説明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－
ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２１５－ｃのうちの１つなどの送信装置は、無認可無
線周波数スペクトル帯域のチャネルへの（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域の
物理チャネルへの）アクセスを得るために、ゲーティング間隔を使い得る。いくつかの例
では、ゲーティング間隔は周期的であり得る。たとえば、周期的ゲーティング間隔は、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無線間隔の少なくとも１つの境界と同期され得る。ゲーティング間隔は
、欧州電気通信標準化機構（ＥＴＳＩ）において指定されているＬＢＴプロトコル（ＥＮ
３０１　８９３）に基づくＬＢＴプロトコルのような、競合ベースのプロトコルの適用を
定義し得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用するとき、ゲー
ティング間隔は、送信装置がクリアチャネル評価（ＣＣＡ）手順などの競合手順（たとえ
ば、ＬＢＴ手順）を実施する必要があるときを示し得る。ＣＣＡ手順の結果は、（ＬＢＴ
無線フレームとも呼ばれる）ゲーティング間隔のために無認可無線周波数スペクトル帯域
のチャネルが利用可能であるか、それとも使用中であるかを送信装置に対して示し得る。
チャネルが、対応するＬＢＴ無線フレームのために利用可能である（たとえば、使用のた
めに「空いている」）ことをＣＣＡ手順が示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの
一部または全部の間に無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルを予約および／または
使用することができる。チャネルが利用可能ではないこと（たとえば、チャネルが別の送
信装置によって使用中であるか、または予約されていること）をＣＣＡ手順が示すとき、
送信装置は、ＬＢＴ無線フレーム中にチャネルを使用することを妨げられ得る。
【００６４】
　[0079]図３は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した
ワイヤレス通信３１０の例３００を示す。いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム３１５
は、１０ミリ秒の持続時間を有し得、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０
と、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム３２５と、２つのタイプの特殊サブフレ
ーム、すなわちＳサブフレーム３３０およびＳ’サブフレーム３３５とを含み得る。Ｓサ
ブフレーム３３０は、ダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０とアップリンク（Ｕ）サブ
フレーム３２５との間の遷移を与え得るが、Ｓ’サブフレーム３３５は、アップリンク（
Ｕ）サブフレーム３２５とダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０との間の遷移を与え得
る。
【００６５】
　[0080]Ｓ’サブフレーム３３５中に、ダウンリンククリアチャネル評価（ＤＣＣＡ）手
順３４５が、ワイヤレス通信３１０が行われる無認可無線周波数スペクトルのチャネルを
ある時間期間の間予約するために、図１および／または図２を参照して説明した基地局１
０５、１０５－ａ、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数など、１
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つまたは複数の基地局によって実施され得る。基地局によるＤＣＣＡ手順３４５の成功に
続いて、基地局は、基地局がチャネルを予約したという指示を他の基地局および／または
装置（たとえば、ＵＥ、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に与えるために、チャネル使
用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）（たとえば、ダウンリンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵＢＳ３５５）
）を送信し得る。いくつかの例では、Ｄ－ＣＵＢＳ３５５は、複数のインターリーブされ
たリソースブロックを使用して送信され得る。このようにしてＤ－ＣＵＢＳ３５５を送信
することにより、Ｄ－ＣＵＢＳ３５５は、無認可無線周波数スペクトル帯域の利用可能な
周波数スペクトル帯域幅の少なくともある程度の割合を占有し、１つまたは複数の規制上
の要件（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した送信が、利用可能な周波数
スペクトル帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり
得る。Ｄ－ＣＵＢＳ３５５は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセル固有基準信号
（ＣＲＳ）および／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形
態をとり得る。ＤＣＣＡ手順３４５が失敗すると、Ｄ－ＣＵＢＳ３５５は送信されなくて
よい。
【００６６】
　[0081]Ｓ’サブフレーム３３５は、複数のＯＦＤＭシンボル周期（たとえば、１４個の
ＯＦＤＭシンボル周期）を含み得る。Ｓ’サブフレーム３３５の第１の部分が、いくつか
のＵＥによって、短縮アップリンク（Ｕ）期間として使われ得る。Ｓ’サブフレーム３３
５の第２の部分は、ＤＣＣＡ手順３４５のために使われ得る。Ｓ’サブフレーム３３５の
第３の部分は、チャネル占有識別子３５０（Ｃｈ．Ｏｃｃ．ＩＤ３５０）を送信するため
の、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求める競合に成功する１
つまたは複数の基地局によって使われ得る。Ｓ’サブフレーム３３５の第４の部分は、Ｄ
－ＣＵＢＳ３５５を送信するための、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのア
クセスを求める競合に成功した１つまたは複数の基地局によって使われ得る。
【００６７】
　[0082]いくつかの例では、チャネル占有識別子３５０は、ダウンリンク再同期境界３８
７より前に、ＤＣＣＡ手順３４５の完了に成功したとき（たとえば、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルにアクセスするための競合に勝ったとき）送信され得るが、ＤＣ
ＣＡ手順３４５の完了に成功しなかったとき（または、ダウンリンク再同期境界３８７を
過ぎた後でＤＣＣＡ手順３４５の完了に成功したとき）は送信されなくてよい。これは、
すでに送信を開始している他の送信装置と干渉するのを避けるのを助け得る。
【００６８】
　[0083]Ｓサブフレーム３３０中に、図１および／または図２を参照して上で説明したＵ
Ｅ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５－ｃの
うちの１つまたは複数など、１つまたは複数のＵＥによって、ワイヤレス通信３１０が行
われるチャネルをある時間期間の間予約するために、アップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ）手
順３７０が実施され得る。ＵＥによるＵＣＣＡ手順３７０の成功に続いて、ＵＥは、ＵＥ
がチャネルを予約したという指示を他のＵＥおよび／または装置（たとえば、基地局、Ｗ
ｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に与えるために、アップリンクＣＵＢＳ（Ｕ－ＣＵＢＳ
３８０）を送信し得る。いくつかの例では、Ｕ－ＣＵＢＳ３８０は、複数のインターリー
ブされたリソースブロックを使用して送信され得る。このようにしてＵ－ＣＵＢＳ３８０
を送信することにより、Ｕ－ＣＵＢＳ３８０は、無認可無線周波数スペクトル帯域の利用
可能な周波数スペクトル帯域幅の少なくともある程度の割合を占有し、１つまたは複数の
規制上の要件（たとえば、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した送信が、利用可能な
周波数スペクトル帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能
になり得る。Ｕ－ＣＵＢＳ３８０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＣＲＳお
よび／またはＣＳＩ－ＲＳの形態と同様の形態をとり得る。ＵＣＣＡ手順３７０が失敗す
ると、Ｕ－ＣＵＢＳ３８０は送信されなくてよい。
【００６９】
　[0084]Ｓサブフレーム３３０は、複数のＯＦＤＭシンボル周期（たとえば、１４個のＯ
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ＦＤＭシンボル周期）を含み得る。Ｓサブフレーム３３０の第１の部分は、いくつかの基
地局によって短縮ダウンリンク（Ｄ）期間として使われ得る。Ｓサブフレーム３３０の第
２の部分は、ガード期間（ＧＰ）３６５のために使われ得る。Ｓサブフレーム３３０の第
３の部分は、ＵＣＣＡ手順３７０のために使われ得る。Ｓサブフレーム３３０の第４の部
分は、チャネル占有識別子３７５（Ｃｈ．Ｏｃｃ．ＩＤ３７５）を送信するための、無認
可無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求める競合に成功する１つまたは
複数のＵＥによって使われ得る。Ｓサブフレーム３３０の第５の部分は、無認可無線周波
数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求める競合に成功した１つまたは複数のＵＥ
によって、アップリンクパイロットタイムスロット（ＵｐＰＴＳ）として、および／また
はＵ－ＣＵＢＳ３８０を送信するのに使われ得る。
【００７０】
　[0085]いくつかの例では、チャネル占有識別子３７５は、アップリンク再同期境界３９
２より前に、ＵＣＣＡ手順３７０の完了に成功したとき（たとえば、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルにアクセスするための競合に勝ったとき）に送信され得るが、Ｕ
ＣＣＡ手順３７０の完了に成功しなかったとき（または、アップリンク再同期境界３９２
を過ぎた後でＵＣＣＡ手順３７０の完了に成功したとき）は送信されなくてよい。これは
、すでに送信を開始している他のＵＥの送信と干渉するのを避けるのを助け得る。
【００７１】
　[0086]いくつかの例では、ＤＣＣＡ手順３４５および／またはＵＣＣＡ手順３７０は、
単一のＣＣＡ手順の実施を含み得る。他の例では、ＤＣＣＡ手順３４５および／またはＵ
ＣＣＡ手順３７０は、拡張ＣＣＡ手順の実施を含み得る。拡張ＣＣＡ手順は、無作為な数
のＣＣＡ手順を含んでよく、いくつかの例では、複数のＣＣＡ手順を含んでよい。いくつ
かの例では、ＤＣＣＡ手順３４５および／またはＵＣＣＡ手順３７０は、それぞれのダウ
ンリンク再同期境界３８７またはアップリンク再同期境界３９２の前には完了されない場
合がある。そのような例では、チャネル占有識別子３５０および／または３７５は、それ
ぞれのダウンリンク再同期境界３８７またはアップリンク再同期境界３９２の前に、ＤＣ
ＣＡ手順３４５および／またはＵＣＣＡ手順３７０の完了に成功すると送信され得るが、
それぞれのダウンリンク再同期境界３８７またはアップリンク再同期境界３９２の前に、
ＤＣＣＡ手順３４５および／またはＵＣＣＡ手順３７０の完了に成功しなかったときは送
信されなくてよい。
【００７２】
　[0087]いくつかの例では、チャネル占有識別子３５０は第１の持続時間３８５を有して
よく、チャネル占有識別子３７５は第２の持続時間３９０を有してよい。いくつかの例で
は、第１の持続時間３８５と第２の持続時間３９０は同じ持続時間であってよい。いくつ
かの例では、チャネル占有識別子３５０および／または３７５は、送信されない場合があ
り、たとえば、（たとえば、Ｓ’サブフレーム３３５中の）追加Ｄ－ＣＵＢＳ３５５およ
び／もしくはフラクショナルＤ－ＣＵＢＳで、または（たとえば、Ｓサブフレーム３３０
中の）追加Ｕ－ＣＵＢＳ３８０および／もしくはフラクショナルＵ－ＣＵＢＳで置き換え
られる場合がある。いくつかの例では、チャネル占有識別子３５０および／または３７５
は、ＣＵＢＳの少なくとも一部分（たとえば、Ｄ－ＣＵＢＳ３５５またはＵ－ＣＵＢＳ３
８０の少なくとも一部分）として送信されてよく、チャネル占有識別子３５０および／ま
たは３７５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介したその送信中、無認可無線周波数
スペクトル帯域の一部または全部を予約する働きをし得る。いくつかの例では、チャネル
占有識別子３５０および／または３７５がその中で送信されるＣＵＢＳの部分は、フラク
ショナルＣＵＢＳ（たとえば、フラクショナルＤ－ＣＵＢＳまたはフラクショナルＵ－Ｃ
ＵＢＳ）の少なくとも一部分を含み得る。
【００７３】
　[0088]チャネル占有識別子３５０および／または３７５が送信される例では、チャネル
占有識別子３５０および／または３７５は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴに従ってフォーマットさ
れてよく、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが予約される持続時間（たとえば
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、バックオフ期間）を識別し得る。チャネル占有識別子３５０に関して、識別された持続
時間は、たとえば、ダウンリンク送信の持続時間および／またはＬＢＴ無線フレーム３１
５の持続時間を含み得る。チャネル占有識別子３７５に関して、識別された持続時間は、
たとえば、アップリンク送信の持続時間を含み得る。いくつかの例では、持続時間は、い
くつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る。いくつかの
例では、チャネル占有識別子３５０および／または３７５は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの
少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子３５０および／または３７
５は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアン
ブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａ
ｘプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
ブルの一部分はＷｉ－Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【００７４】
　[0089]図４は、本開示の様々な態様による、第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５、第２の
Ｗｉ－Ｆｉパケット４３０、および／または第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０のＷｉ－Ｆ
ｉプリアンブルの一部分または全部がチャネル占有識別子として使われ得る、第１のＷｉ
－Ｆｉパケット４０５、第２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０、および第３のＷｉ－Ｆｉパケ
ット４６０の例４００を示す。いくつかの例では、第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５、第
２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０、および／または第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０のうち
の１つの、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分または全部は、図３を参照して説明したチャ
ネル占有識別子３５０および／または３７５として使われ得る。
【００７５】
　[0090]第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａパケットの形
態をとり、複数のシンボルを含み得る。いくつかの例では、シンボルの各々は、最小で２
４ビットを含み、４マイクロ秒（４μｓ）の持続時間を有し得る。いくつかの例では、シ
ンボルは、第１の非高スループットショートトレーニングフィールドシンボル（Ｌ－ＳＴ
Ｆ４１０－ａ）および第２の非高スループットショートトレーニングフィールドシンボル
（Ｌ－ＳＴＦ４１０－ｂ）と、第１の非高スループットロングトレーニングフィールドシ
ンボル（Ｌ－ＬＴＦ４１５－ａ）および第２の非高スループットロングトレーニングフィ
ールドシンボル（Ｌ－ＬＴＦ４１５－ｂ）と、第１の非高スループット信号フィールドシ
ンボル（Ｌ－ＳＩＧ４２０－ａ）と、可変長データフィールド４２５を定義するいくつか
のシンボルとを含み得る。第１のＬ－ＳＴＦ４１０－ａおよび第２のＬ－ＳＴＦ４１０－
ｂ、第１のＬ－ＬＴＦ４１５－ａおよび第２のＬ－ＬＴＦ４１５－ｂ、ならびに第１のＬ
－ＳＩＧ４２０－ａは、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブルを定義する。いくつか
の例では、第１のＬ－ＳＩＧ４２０－ａはレート情報を含み得る。第１のＬ－ＳＩＧ４２
０－ａは、第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５中のバイトの数を示す１２ビット長フィール
ドも含み得る。１２ビット長フィールドによって示され得る最大バイト数は、４０９６バ
イトである。したがって、第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５中に含まれ得るシンボルの最
大数は、天井関数
【００７６】
【数１】

【００７７】
によって決定され得る。これらの例において、第１のＬ－ＳＩＧ４２０－ａの１２ビット
長フィールドによって示され得る最大持続時間は、１３６７＊４μｓ＝５．４６８ミリ秒
（５．４６８ｍｓ）である。ただし、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａのいくつかのレガシー
実装形態は、２３４０バイトまたは３．１２４ｍｓ（すなわち、ＩＥＥＥ規格８０２．１
１ｎのリリース前の、最大許容ＭＡＣレイヤプロトコルデータユニット（ＭＰＤＵ）サイ
ズ）よりも大きい、１２ビット長フィールドのどの値も拒否する（たとえば、適切に復号
しない）場合がある。いくつかの例では、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブルは、
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無認可無線周波数スペクトル帯域が予約される、最大５．４６８ｍｓ（または３．１２４
ｍｓ）の持続時間（たとえば、バックオフ期間）を示すのに使われる１２ビット長フィー
ルドをもつ、チャネル占有識別子として（たとえば、図３を参照して説明したチャネル占
有識別子３５０および／または３７５として）使われ得る。
【００７８】
　[0091]第２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎパケットの形
態をとり、複数のシンボルを含み得る。いくつかの例では、シンボルの各々は、最小で２
４ビットを含み、４マイクロ秒（４μｓ）の持続時間を有し得る。いくつかの例では、シ
ンボルは、第３のＬ－ＳＴＦ４１０－ｃおよび第４のＬ－ＳＴＦ４１０－ｄと、第３のＬ
－ＬＴＦ４１５－ｃおよび第４のＬ－ＬＴＦ４１５－ｄと、第２のＬ－ＳＩＧ４２０－ｂ
と、第１の高スループット信号フィールドシンボル（ＨＴ－ＳＩＧ１　４３５）と、第２
の高スループット信号フィールドシンボル（ＨＴ－ＳＩＧ２　４４０）と、高スループッ
トショートトレーニングフィールドシンボル（ＨＴ－ＳＴＦ４４５）と、いくつかの超高
スループットロングトレーニングフィールドシンボル（ＶＨＴ－ＬＴＦ４５０）と、可変
長データフィールド４５５を定義するいくつかのシンボルとを含み得る。第３のＬ－ＳＴ
Ｆ４１０－ｃおよび第４のＬ－ＳＴＦ４１０－ｄ、第３のＬ－ＬＴＦ４１５－ｃおよび第
４のＬ－ＬＴＦ４１５－ｄ、第２のＬ－ＳＩＧ４２０－ｂ、ＨＴ－ＳＩＧ１　４３５、Ｈ
Ｔ－ＳＩＧ２　４４０、ＨＴ－ＳＴＦ４４５、ならびにＶＨＴ－ＬＴＦ４５０は、ＩＥＥ
Ｅ規格８０２．１１ｎプリアンブルを定義し得る。いくつかの例では、第２のＷｉ－Ｆｉ
パケット４３０は混合フォーマットパケットであってよく、第３のＬ－ＳＴＦ４１０－ｃ
および第４のＬ－ＳＴＦ４１０－ｄ、第３のＬ－ＬＴＦ４１５－ｃおよび第４のＬ－ＬＴ
Ｆ４１５－ｄ、ならびに第２のＬ－ＳＩＧ４２０－ｂは、レガシーＩＥＥＥ規格８０２．
１１ａパケット中のそれらの対応するシンボル（第１のＬ－ＳＴＦ４１０－ａおよび第２
のＬ－ＳＴＦ４１０－ｂ、第１のＬ－ＬＴＦ４１５－ａおよび第２のＬ－ＬＴＦ４１５－
ｂ、ならびに第１のＬ－ＳＩＧ４２０－ａ）と後方互換可能である。ＨＴ－ＳＩＧ１　４
３５およびＨＴ－ＳＩＧ２　４４０は、第２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０中のバイトの数
を示すための１６ビットを含み、したがって、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル
がチャネル占有識別子（たとえば、図３を参照して説明したチャネル占有識別子３５０お
よび／または３７５）として使われるとき、１６ビットは、無認可無線周波数スペクトル
帯域が予約される最大８７．４８８ｍｓ（５．４６８ｍｓ＊１６）の持続時間（たとえば
、バックオフ期間）を示すことができる。ただし、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａパケット
を使って通信するように構成されたレガシー装置は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎパケッ
トのＨＴ－ＳＩＧ１　４３５およびＨＴ－ＳＩＧ２　４４０中で搬送される持続時間を復
号することができない場合がある。
【００７９】
　[0092]第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃパケットの
形態をとり、複数のシンボルを含み得る。いくつかの例では、シンボルの各々は、最小で
２４ビットを含み、４マイクロ秒（４μｓ）の持続時間を有し得る。いくつかの例では、
シンボルは、第５のＬ－ＳＴＦ４１０－ｅおよび第６のＬ－ＳＴＦ４１０－ｆと、第５の
Ｌ－ＬＴＦ４１５－ｅおよび第６のＬ－ＬＴＦ４１５－ｆと、第３のＬ－ＳＩＧ４２０－
ｃと、第１の超高スループット信号フィールドシンボル（ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５
）と、第２の超高スループット信号フィールドシンボル（ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　４７０
）と、超高スループットショートトレーニングフィールドシンボル（ＶＨＴ－ＳＴＦ４７
５）と、いくつかのＶＨＴ－ＬＴＦ４８０と、超高スループット信号フィールドシンボル
（ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ４８５）と、可変長データフィールド４９０を定義するいくつかの
シンボルとを含み得る。第５のＬ－ＳＴＦ４１０－ｅおよび第６のＬ－ＳＴＦ４１０－ｆ
、第５のＬ－ＬＴＦ４１５－ｅおよび第６のＬ－ＬＴＦ４１５－ｆ、第３のＬ－ＳＩＧ４
２０－ｃ、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　４７０、ＶＨＴ－Ｓ
ＴＦ４７５、ＶＨＴ－ＬＴＦ４８０、ならびにＶＨＴ－ＳＩＧ－Ｂ４８５は、ＩＥＥＥ規
格８０２．１１ａｃプリアンブルを定義し得る。いくつかの例では、第３のＷｉ－Ｆｉパ
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ケット４６０は混合フォーマットパケットであってよく、第５のＬ－ＳＴＦ４１０－ｅお
よび第６のＬ－ＳＴＦ４１０－ｆ、第５のＬ－ＬＴＦ４１５－ｅおよび第６のＬ－ＬＴＦ
４１５－ｆ、ならびに第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃは、レガシーＩＥＥＥ規格８０２．１
１ａパケットおよびレガシーＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎパケット中のそれらの対応する
シンボルと後方互換可能である。ただし、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃパケットを使っ
て通信するように構成された装置は、第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃの１２ビット長フィー
ルドを、いくつかのバイトではなく、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期として解釈し得る
。ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルがチャネル占有識別子（たとえば、図３を
参照して説明したチャネル占有識別子３５０および／または３７５）として使われ、第３
のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃの１２ビット長フィールドがいくつかのＯＦＤＭシンボル周期と
して解釈されるとき、１２ビットは、最大１６．３８４ｍｓ（４０９６＊４μｓ）の持続
時間（たとえば、バックオフ期間）を示し得る。さらに、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａパ
ケットおよび／またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎパケットを使って通信するように構成
されたレガシー装置は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルを、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａｃパケットの残りを正しく復号することができないときであっても、正しく
復号するべきである。
【００８０】
　[0093]いくつかの例では、受信装置は、第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５、第２のＷｉ
－Ｆｉパケット４３０、および／もしくは第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０の間を区別し
、ならびに／または１つもしくは複数のシンボルのコンスタレーションの、１つもしくは
複数の他のシンボルのコンスタレーションに対する回転（もしくは無回転）を検出するこ
とによって、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブルと、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎ
プリアンブルと、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルとの間を区別することがで
きる。たとえば、Ｌ－ＳＴＦ４１０、Ｌ－ＬＴＦ４１５、Ｌ－ＳＩＧ４２０、およびＶＨ
Ｔ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５は、回転されたコンスタレーションをもたない２位相シフトキ
ーイング（ＢＰＳＫ）を使って送信されてよく、ＨＴ－ＳＩＧ１　４３５、ＨＴ－ＳＩＧ
２　４４０、およびＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　４７０は、９０°の回転を有するコンスタレ
ーションをもつＢＰＳＫを使って送信されてよい。第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５、第
２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０、および第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０の、ならびにＩ
ＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、およびＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアン
ブルの各々の残りのシンボルは、信号帯域幅に応じて送信され得る。
【００８１】
　[0094]第１のＷｉ－Ｆｉパケット４０５、第２のＷｉ－Ｆｉパケット４３０、および／
もしくは第３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０（ならびに／またはＩＥＥＥ規格８０２．１１
ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、およびＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａｃプリアンブル）は、Ｗｉ－Ｆｉパケットおよび／またはＷｉ－Ｆｉプリアンブ
ルの第６のシンボルおよび第７のシンボルのコンスタレーションの回転（または無回転）
を検出することによって区別され得るので、Ｗｉ－Ｆｉパケットおよび／またはＷｉ－Ｆ
ｉプリアンブルの最初の７つのシンボル（たとえば、最初の２８μｓ）を含むようにチャ
ネル占有識別子をフォーマットすることが有用であり得る。これは、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａｃプリアンブルを復号することが可能な受信装置が、Ｌ－ＳＩＧ４２０の１２ビ
ット長フィールドを、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期またはいくつかのバイトとして正
しく解釈することによって、ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を正しく設定するこ
とを可能にし得る。
【００８２】
　[0095]ＭＡＣレイヤにおいて、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルを含むよう
にフォーマットされたチャネル占有識別子の受信により、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃ
パケットを受信するように構成されたＷｉ－Ｆｉノード（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉアクセス
ポイントおよび／またはＷｉ－Ｆｉ局）は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブル
中の第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃの１２ビット長フィールドを、ＯＦＤＭシンボル周期数
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のインジケータとして解釈し得る。同じチャネル占有識別子により、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａパケットおよび／またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎパケットは受信するが、Ｉ
ＥＥＥ規格８０２．１１ａｃパケットは受信しないように構成されたＷｉ－Ｆｉノードは
、第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃの１２ビット長フィールドを、バイト数のインジケータと
して解釈し得る。後者のＷｉ－Ｆｉノードはしたがって、第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃの
１２ビット長フィールドを不正確に解釈するが、それにもかかわらず、チャネル占有識別
子に対応する無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルが別の装置によって予約されて
いると決定することができる。無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信する基地局
またはＵＥは、いくつかの例では、チャネル占有識別子を無視するように構成され得る。
他の例では、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信する基地局および／またはＵ
Ｅは、チャネル占有識別子を復号し、チャネル占有識別子に対応する無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルが別の装置によって予約されていると決定するように構成され得
る。いくつかの例では、チャネル占有識別子は、チャネル占有識別子がセルラーノード（
たとえば、セルラーネットワークの基地局またはＵＥ）それともＷｉ－Ｆｉノードによっ
て送信されたのかを示すためのいくつかのビットを含み得る。いくつかの例では、いくつ
かのビットは、チャネル占有識別子のＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５およびＶＨＴ－ＳＩ
Ｇ－Ａ２　４７０中のいくつかのビット（たとえば、３つの予約済みビット）を含み得る
。いくつかの例では、セルラーノードは、チャネル占有識別子がＷｉ－Ｆｉノードによっ
て送信されたとセルラーノードが決定したとき、チャネル占有識別子に対応する無認可無
線周波数スペクトル帯域のチャネルにアクセスするのを控え、チャネル占有識別子が別の
セルラーノードによって送信されたとセルラーノードが決定したとき、チャネル占有識別
子を無視してよい。
【００８３】
　[0096]セルラーノードによるチャネル占有識別子の送信は、無認可無線周波数スペクト
ル帯域のチャネルがすでに予約されているとＷｉ－Ｆｉノードに警告し、そうすることに
よって、Ｗｉ－Ｆｉノードに、チャネルにアクセスするのを、およびチャネルへのアクセ
スを求める競合に成功することに失敗し得る（この失敗は、Ｗｉ－Ｆｉノードに、コンテ
ンションウィンドウサイズを増大させ（たとえば、コンテンションウィンドウサイズを倍
にさせ）、比較的長い時間期間の間チャネルにアクセスするのを控えさせる場合がある）
のを控えさせることによって、Ｗｉ－Ｆｉ欠乏を緩和し得る。ただし、Ｗｉ－Ｆｉノード
が、チャネル占有識別子を受信し、復号し、および／または処理する前に、無認可無線周
波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合する場合、Ｗｉ－Ｆｉ欠乏は依
然として起こり得る（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉノードは、チャネルへのアクセスを求める競
合に成功することができず、コンテンションウィンドウサイズを増大させ得る）。
【００８４】
　[0097]いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉ欠乏は、セルラーノードに、Ｗｉ－Ｆｉノードに
よって送信されたチャネル占有識別子を受信し、復号し、処理したとき、無認可無線周波
数スペクトル帯域のチャネルへのアクセスを求めて競合するのを控えてもらうことによっ
て、および／またはセルラーノードが、チャネル上での平均検出エネルギーの関数である
確率で、無認可無線周波数スペクトル帯域のチャネルにアクセスための競合に成功すると
、送信を開始する確率的チャネルアクセス機構を実装することによって、さらに緩和され
得る。
【００８５】
　[0098]複数の送信装置がチャネル占有識別子を同時に送信すると（たとえば、パブリッ
クランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）の複数の基地局がチャネル占有識別子を同時
に送信すると、またはセル中の複数のＵＥがチャネル占有識別子を同時に送信すると）、
Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントおよび／またはＷｉ－Ｆｉ局は、同時に送信されたチャネル
占有識別子を、合成チャネル占有識別子として受信し得る。同時に送信されたチャネル占
有識別子の各々が、たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルの最初の２８
μｓを含むようにフォーマットされているとき、最初の１６μｓ（たとえば、Ｌ－ＳＴＦ
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４１０およびＬ－ＬＴＦ４１５）は、同じ情報を含み得るが、後の１２μｓ（たとえば、
第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃ、ＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５、およびＶＨＴ－ＳＩＧ－
Ａ２　４７０）は異なる情報を含み得る。たとえば、第３のＬ－ＳＩＧ４２０－ｃは、異
なる送信装置が異なるＴＤＤ構成、可変無認可無線周波数スペクトル帯域予約時間などの
下で動作している場合があるので、異なる情報を含み得る。
【００８６】
　[0099]異なる同時送信チャネル占有識別子の、受信装置による受信の間の遅延拡散に起
因して、および大きい可能性があるサイクリックプレフィックス（ＣＰ）（たとえば、８
μｓ）に起因して、受信されたＬ－ＳＴＦ４１０およびＬ－ＬＴＦ４１５に基づく単一周
波数ネットワーク（ＳＦＮ）チャネル推定値は不十分な場合があり（たとえば、ＳＦＮチ
ャネル推定値が不一致である場合があり）、Ｌ－ＳＩＧ４２０の適切な復号が実現可能で
ない場合がある。復号を向上させるために、異なる送信装置が、それぞれによる、チャネ
ル占有識別子の送信を時間ディザリングするように構成されればよい。
【００８７】
　[0100]図５は、本開示の様々な態様による、複数の送信装置による、チャネル占有識別
子の時間ディザリングされた送信の例５００を示す。いくつかの例では、第１の送信５０
５は、第１の送信装置によって無認可無線周波数スペクトル帯域を介して行われてよく、
第２の送信５２５は、第２の送信装置によって無認可無線周波数スペクトル帯域を介して
行われてよく、第３の送信５４５は、第３の送信装置によって無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して行われてよく、第４の送信５７０は、第４の送信装置によって無認可無線
周波数スペクトル帯域を介して行われてよい。いくつかの例では、第１の送信装置、第２
の送信装置、第３の送信装置、および第４の送信装置の各々は、図１および／もしくは図
２を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａ
のうちの１つもしくは複数の、態様の例、または図１および／もしくは図２を参照して説
明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２
１５－ｃのうちの１つもしくは複数の、態様の例であり得る。いくつかの例では、無認可
無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可
用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合し得る無線周波数ス
ペクトル帯域を含み得る。
【００８８】
　[0101]いくつかの例では、第１の送信５０５、第２の送信５２５、第３の送信５４５、
および第４の送信５７０の各々は、１つもしくは複数のフラクショナルＣＵＢＳ、チャネ
ル占有識別子、および／またはＣＵＢＳの送信を含み得る。いくつかの例では、第１のチ
ャネル占有識別子５１０、第２のチャネル占有識別子５３５、第３のチャネル占有識別子
５５５、および第４のチャネル占有識別子５８０の各々は、図３を参照して説明したチャ
ネル占有識別子３５０および／または３７５の例であってよく、第１のＣＵＢＳ５２０、
第２のＣＵＢＳ５４０、第３のＣＵＢＳ５６５、および第４のＣＵＢＳ５９０の各々は、
図３を参照して説明したＤ－ＣＵＢＳ３５５またはＵ－ＣＵＢＳ３８０の例であってよい
。再同期境界５９５は、図３を参照して説明したダウンリンク再同期境界３８７またはア
ップリンク再同期境界３９２の例であり得る。図示されるように、再同期境界５９５より
前に起こる送信のうちの少なくともいくつかは同期外れである場合があり、再同期境界５
９５の後で起こる送信は同期している場合がある。
【００８９】
　[0102]いくつかの例では、第１の送信５０５は、第１のチャネル占有識別子５１０、第
１のフラクショナルＣＵＢＳ５１５、および／または第１のＣＵＢＳ５２０を含んでよく
、第１のチャネル占有識別子５１０は時間ｔ０において送信され得る。第２の送信５２５
は、第２のチャネル占有識別子５３５、第２のフラクショナルＣＵＢＳ５３０、および／
または第２のＣＵＢＳ５４０を含んでよく、第２のチャネル占有識別子５３５は時間ｔ３
において送信され得る。第３の送信５４５は、第３のチャネル占有識別子５５５、第３の
フラクショナルＣＵＢＳ５５０、第４のフラクショナルＣＵＢＳ５６０、および／または
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第３のＣＵＢＳ５６５を含んでよく、第３のチャネル占有識別子５５５は時間ｔ２におい
て送信され得る。第４の送信５７０は、第４のチャネル占有識別子５８０、第５のフラク
ショナルＣＵＢＳ５７５、第６のフラクショナルＣＵＢＳ５８５、および／または第４の
ＣＵＢＳ５９０を含んでよく、第４のチャネル占有識別子５８０は時間ｔ１において送信
され得る。
【００９０】
　[0103]チャネル占有識別子送信の時間ディザリングは、ＳＦＮ送信に対する様々な影響
を有し得る。たとえば、チャネル占有識別子の時間ディザリングは、チャネル上での信号
対ノイズ比（ＳＮＲ）に悪影響を与え得るが、第１の送信５０５、第２の送信５２５、第
３の送信５４５、および／または第４の送信５７０を復号するための受信装置の能力を向
上させ得る。
【００９１】
　[0104]時間ディザリングが、ＩＥＥＥ規格８０２．１１プリアンブルタイプに従ってフ
ォーマットされたチャネル占有識別子とともに使われるとき、ＳＦＮチャネル推定値干渉
を緩和するために、時間ディザリングされた送信時間の間に少なくとも８μｓの離間（た
とえば、Ｌ－ＳＴＦ４１０またはＬ－ＬＴＦ４１５の持続時間）を設けることが有用であ
り得る。
【００９２】
　[0105]いくつかの例では、チャネル占有識別子の、送信装置による送信のための送信時
間は、セル識別子（たとえば、セルＩＤ）に少なくとも部分的に基づいて、および／また
はＰＬＭＮ識別子に少なくとも部分的に基づいて、複数の可能送信時間の中から選択され
てよい。
【００９３】
　[0106]図６は、本開示の様々な態様による、無認可無線周波数スペクトル帯域を介した
ワイヤレス通信６１０の例６００を示す。いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム６１５
は、１０ミリ秒の持続時間を有し得、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０
と、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム６２５と、２つのタイプの特殊サブフレ
ーム、すなわちＳサブフレーム６３０およびＳ’サブフレーム６３５とを含み得る。Ｓサ
ブフレーム６３０は、ダウンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０とアップリンク（Ｕ）サブ
フレーム６２５との間の遷移を与え得るが、Ｓ’サブフレーム６３５は、アップリンク（
Ｕ）サブフレーム６２５とダウンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０との間の遷移を与え得
る。いくつかの例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域
がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを
求めて競合し得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。
【００９４】
　[0107]いくつかの例では、ダウンリンク（Ｄ）サブフレーム６２０、アップリンク（Ｕ
）サブフレーム６２５、Ｓサブフレーム６３０、およびＳ’サブフレーム６３５は、図３
を参照して説明したダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０、アップリンク（Ｕ）サブフ
レーム３２５、Ｓサブフレーム３３０、およびＳ’サブフレーム３３５と同様に構成され
得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子３５０と同様のチャネル占有識別子は、Ｓ
’サブフレーム６３５のうちの１つもしくは複数の間に、送信装置（たとえば、図１およ
び／もしくは図２を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もし
くは２０５－ａのうちの１つなどの基地局）によって送信されてよく、ならびに／または
チャネル占有識別子３７５と同様のチャネル占有識別子は、Ｓサブフレーム６３０中に、
送信装置（たとえば、図１および／もしくは図２を参照して説明したＵＥ１１５、１１５
－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２１５－ｃのうちの１つなど
のＵＥ）によって送信されてよい。
【００９５】
　[0108]いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント（たとえば、図１を参照して説
明したＷｉ－Ｆｉアクセスポイント１３５、１３５－ａのうちの１つ）および／またはＷ
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ｉ－Ｆｉ局（たとえば、図１を参照して説明したＷｉ－Ｆｉ局１４０、１４０－ａのうち
の１つ）などの受信装置は、チャネル占有識別子の送信を検出することも、適切に復号す
ることもない場合がある。送信装置はしたがって、ダウンリンク送信またはアップリンク
送信をパンクチャリングすることによって、チャネル占有識別子の１つまたは複数の追加
インスタンスを送信すればよい。たとえば、図６は、Ｓ’サブフレーム６３５中に送信さ
れるチャネル占有識別子の追加インスタンス６４０を送信するための、サブフレームＳＦ
２中でのダウンリンク送信のパンクチャリングを示している。チャネル占有識別子の追加
インスタンス６４０は、いくつかの例では、サブフレームＳＦ２の第１のＯＦＤＭシンボ
ル周期（たとえば、ＯＦＤＭシンボル周期０）において送信され得る。
【００９６】
　[0109]図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための送
信装置７０５のブロック図７００を示す。送信装置７０５は、図１および／もしくは図２
を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａの
うちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図１および／もしくは図２を参照し
て説明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしく
は２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の、態様の例であり得る。送信装置７０５はまた
、プロセッサであるか、またはプロセッサを含み得る。送信装置７０５は、受信機構成要
素７１０、ワイヤレス通信管理構成要素７２０、および／または送信機構成要素７３０を
含み得る。これらの構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【００９７】
　[0110]送信装置７０５の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
で実施するように適合された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を使用
して、個々にまたはまとめて実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集積
回路上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他
の例では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集
積回路（たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲー
トアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用される場合がある。各構成
要素の機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定
用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具体化さ
れた命令を用いて実装されてもよい。メモリは、搭載メモリ、別個のメモリ、またはそれ
らの組合せであってよい。
【００９８】
　[0111]いくつかの例では、受信機構成要素７１０は、認可無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、無
線周波数スペクトル帯域がユーザ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可されて
いるので、送信装置がアクセスを求めて競合しなくてよい無線周波数スペクトル帯域）お
よび／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が
、Ｗｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを
求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するよう
に動作可能な少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機など、少なくとも１つのＲＦ受
信機を含み得る。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認
可無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照して説明した
ように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使われ得る。受信機構成要素７１０は、図１お
よび／または図２を参照して説明したワイヤレス通信システム１００および／または２０
０の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信
リンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信
するのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認
可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【００９９】
　[0112]いくつかの例では、送信機構成要素７３０は、認可無線周波数スペクトル帯域お
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よび／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なく
とも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素７
３０は、図１および／または図２を参照して説明したワイヤレス通信システム１００およ
び／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つま
たは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち
、送信）を送信するのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域およ
び／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１００】
　[0113]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素７２０は、送信装置７０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いくつかの例で
は、ワイヤレス通信管理構成要素７２０は、送信管理構成要素７３５を含み得る。
【０１０１】
　[0114]いくつかの例では、送信管理構成要素７３５、第１のＲＡＴを使う第１の送信を
フォーマットするのに使われる。いくつかの例では、送信管理構成要素７３５はチャネル
占有識別子挿入管理構成要素７４０を含み得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子
挿入管理構成要素７４０は、第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャ
ネル占有識別子を挿入するのに使われ得る。いくつかの例では、第１のＲＡＴはセルラー
ＲＡＴであってよく、第２のＲＡＴはＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴであってよい。
【０１０２】
　[0115]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域が
予約される持続時間（たとえば、バックオフ期間）を識別し得る。いくつかの例では、持
続時間は、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る
。
【０１０３】
　[0116]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素７２０は、チャネル占有識別子
をフォーマットするのに使われ得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－
Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含むようにフォーマットされ得る。たとえば、チ
ャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．
１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格
８０２．１１ａｘプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ
－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【０１０４】
　[0117]いくつかの例では、送信管理構成要素７３５は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介して、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信するのにも使われ得る。いく
つかの例では、チャネル占有識別子を有する第１の送信は、送信機構成要素７３０を介し
て送信され得る。
【０１０５】
　[0118]図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための送
信装置８０５のブロック図８００を示す。送信装置８０５は、図１および／もしくは図２
を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａの
うちの１つもしくは複数の、態様、図１および／もしくは図２を参照して説明したＵＥ１
１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２１５－ｃのう
ちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図７を参照して説明した送信装置７０
５の態様の例であり得る。送信装置８０５はまた、プロセッサであるか、またはプロセッ
サを含み得る。送信装置８０５は、受信機構成要素８１０、ワイヤレス通信管理構成要素
８２０、および／または送信機構成要素８３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、
互いと通信していることがある。
【０１０６】
　[0119]送信装置８０５の構成要素は、ハードウェアにおける適用可能な機能の一部また
は全部を実施するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
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まとめて実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集積回路上で、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れる場合がある。各構成要素の機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎
用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ内で具体化された命令を用いて実装されてもよい。メモリは、搭載メモリ、別
個のメモリ、またはそれらの組合せであってよい。
【０１０７】
　[0120]いくつかの例では、受信機構成要素８１０は、認可無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、無
線周波数スペクトル帯域がユーザ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可されて
いるので、送信装置がアクセスを求めて競合しなくてよい無線周波数スペクトル帯域）お
よび／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域が
、Ｗｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを
求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するよう
に動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る
。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数ス
ペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照して説明したように、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ通信のために使われ得る。受信機構成要素８１０は、場合によっては、認可
無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機
を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、認可ＲＦスペクトル帯
域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素８１２）および無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、無認可ＲＦスペ
クトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素８１４）の形態をとり得る。認可ＲＦス
ペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素８１２と、無認可ＲＦスペクトル帯域
用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素８１４とを含む受信機構成要素８１０は、図１およ
び／または図２を参照して説明したワイヤレス通信システム１００および／または２００
の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リ
ンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信す
るのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可
無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１０８】
　[0121]いくつかの例では、送信機構成要素８３０は、認可無線周波数スペクトル帯域お
よび／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少なく
とも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素８
３０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペク
トル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、認可無
線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（た
とえば、認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素８３２）および無
認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要
素（たとえば、無認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素８３４）
の形態をとり得る。認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素８３２
と、無認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素８３４とを含む送信
機構成要素８３０は、図１および／または図２を参照して説明したワイヤレス通信システ
ム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信シス
テムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信
号（すなわち、送信）を送信するのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペク
トル帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
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【０１０９】
　[0122]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素８２０は、送信装置８０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いくつかの例で
は、ワイヤレス通信管理構成要素８２０は、送信管理構成要素８３５、チャネル占有識別
子フォーマッタ構成要素８４０、および／またはＬＢＴ構成要素８４５を含み得る。
【０１１０】
　[0123]いくつかの例では、送信管理構成要素８３５、第１のＲＡＴを使う第１の送信を
フォーマットするのに使われる。いくつかの例では、送信管理構成要素８３５はチャネル
占有識別子挿入管理構成要素８５０を含み得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子
挿入管理構成要素８５０は、第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャ
ネル占有識別子を挿入するのに使われ得る。いくつかの例では、第１のＲＡＴはセルラー
ＲＡＴであってよく、第２のＲＡＴはＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴであってよい。
【０１１１】
　[0124]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域が
予約される持続時間（たとえば、バックオフ期間）を識別し得る。いくつかの例では、持
続時間は、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る
。
【０１１２】
　[0125]いくつかの例では、チャネル占有識別子挿入管理構成要素８５０は、チャネル占
有識別子を、第１の送信の第１のデータサブフレームに先行するように挿入することによ
って、チャネル占有識別子を第１の送信に挿入することができる。いくつかの例では、チ
ャネル占有識別子挿入管理構成要素８５０は、第１の送信のデータサブフレームにチャネ
ル占有識別子を挿入することによって、チャネル占有識別子を第１の送信に挿入すること
ができる。いくつかの例では、チャネル占有識別子挿入管理構成要素８５０は、チャネル
占有識別子の第１のインスタンスとチャネル占有識別子の第２のインスタンスとを第１の
送信に挿入することによって、チャネル占有識別子を第１の送信に挿入することができる
。いくつかの例では、チャネル占有識別子の第１のインスタンスは、第１の送信の第１の
データサブフレームに先行するように挿入されてよく、チャネル占有識別子の第２のイン
スタンスは第１の送信のデータサブフレームに挿入されてよい。
【０１１３】
　[0126]いくつかの例では、チャネル占有識別子フォーマッタ構成要素８４０は、チャネ
ル占有識別子を、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含むようにフォーマット
し得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブル、
ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブル
、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。い
くつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉプリアンブル全体を含み
得る。
【０１１４】
　[0127]チャネル占有識別子が、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含むよう
にフォーマットされる例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルは少なくとも第１のシンボルと第
２のシンボルとを含むことができ、チャネル占有識別子フォーマッタ構成要素８４０は、
第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対して第２のシンボルの第２のコンスタレ
ーションを回転させることによって、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルをフォーマットするのに使
われ得る。第２のコンスタレーションの回転（または無回転）は、少なくとも部分的には
、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプを示し得る。たとえば、
第２のコンスタレーションの回転は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａ
ｃプリアンブルに対応するかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子
が対応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバッ
クオフ期間を解釈するのに（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル
周期および／またはいくつかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。
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【０１１５】
　[0128]いくつかの例では、ＬＢＴ構成要素８４５は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合するためのＬＢＴ手順を実施するのに使われ得る。無認可無線
周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったと決定されると、送信管理構成
要素８３５は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チャネル占有識別子を有する
第１の送信を送信することを許可され得る。無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセス
するための競合に勝たなかったと決定されると、ＬＢＴ手順は繰り返されてよい。いくつ
かの例では、ＬＢＴ手順は、遅延の後で（たとえば、次のＬＢＴ手順を実施するためのス
ケジュールされた時間において）繰り返され得る。
【０１１６】
　[0129]いくつかの例では、送信管理構成要素８３５は、（たとえば、ＬＢＴ構成要素８
４５によって、送信することを許可されたとき）無認可無線周波数スペクトル帯域を介し
て、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信するのに使われ得る。いくつかの例で
は、チャネル占有識別子を有する第１の送信は、送信機構成要素８３０の無認可ＲＦスペ
クトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素８３４を介して送信され得る。いくつか
の例では、チャネル占有識別子を有する第１の送信の送信は、再同期境界のタイミング（
たとえば、図３を参照して説明したダウンリンク再同期境界３８７またはアップリンク再
同期境界３９２のタイミング）に依存し得る。たとえば、送信管理構成要素８３５は、現
在の送信時間間隔の再同期境界を過ぎたかどうか決定することができ、再同期境界を過ぎ
ていないとき、送信管理構成要素８３５は、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送
信するのに使われ得る。再同期境界を過ぎているとき、送信管理構成要素８３５は、チャ
ネル占有識別子をもたない第１の送信を送信するのに使われ得る。
【０１１７】
　[0130]いくつかの例では、送信管理構成要素８３５は時間ディザリング構成要素８５５
を含み得る。いくつかの例では、時間ディザリング構成要素８５５は、無認可無線周波数
スペクトル帯域を介した、チャネル占有識別子の送信の時間を時間ディザリングするのに
使われ得る。いくつかの例では、時間ディザリング構成要素８５５は、チャネル占有識別
子のための時間ディザリングされた送信時間を選択することができる。送信時間は、たと
えば、セル識別子（たとえば、セルＩＤ）に少なくとも部分的に基づいて、および／また
はＰＬＭＮ識別子に少なくとも部分的に基づいて選択されてよい。
【０１１８】
　[0131]いくつかの例では、送信管理構成要素８３５は、ＣＵＢＳ管理構成要素８６０を
含み得る。いくつかの例では、ＣＵＢＳ管理構成要素８６０は、チャネル占有識別子をＣ
ＵＢＳの少なくとも一部分として送信するのに使われてよく、チャネル占有識別子は、無
認可無線周波数スペクトル帯域を介したその送信中に、無認可無線周波数スペクトル帯域
の一部または全部を予約する働きをし得る。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フ
ラクショナルＣＵＢＳの少なくとも一部分を含み得る。
【０１１９】
　[0132]図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための受
信装置９０５のブロック図９００を示す。受信装置９０５は、図１および／もしくは図２
を参照して説明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および
／もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の、態様、図１および／もしくは図２を
参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａのう
ちの１つもしくは複数の、態様、図１を参照して説明したＷｉ－Ｆｉアクセスポイント１
３５および／もしくは１３５－ａのうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または
図１を参照して説明したＷｉ－Ｆｉ局１４０および／もしくは１４０－ａのうちの１つも
しくは複数の、態様の例であり得る。受信装置９０５はまた、プロセッサであるか、また
はプロセッサを含み得る。受信装置９０５は、受信機構成要素９１０、ワイヤレス通信管
理構成要素９２０、および／または送信機構成要素９３０を含み得る。これらの構成要素
の各々は、互いと通信していることがある。
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【０１２０】
　[0133]受信装置９０５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアにおいて適
用可能な機能の一部または全部を実施するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣを
使用して実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集積回路上で、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の例では、当技術分
野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば、
構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れる場合がある。各構成要素の機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎
用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ内で具体化された命令を用いて実装されてもよい。メモリは、搭載メモリ、別
個のメモリ、またはそれらの組合せであってよい。
【０１２１】
　[0134]いくつかの例では、受信機構成要素９１０は少なくとも１つのＲＦ受信機を含み
得る。受信装置９０５がＵＥまたは基地局の態様の例である例では、受信機構成要素９１
０は、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる
認可無線周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域がユーザ（たとえば、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可されているので、送信装置がアクセスを求めて競合しな
くてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または無認可無線周波数スペクトル帯域（
たとえば、無線周波数スペクトル帯域が、Ｗｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用
可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合する必要があり得る無線周波数スペク
トル帯域）を介して送信を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、
少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル
帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または
図２を参照して説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使われ得る。受信装置
９０５がＷｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の態様の例である例では、受信
機構成要素９１０は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信を受信するように動
作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機を含むことができ、この無認可無線周波数スペクト
ル帯域は、たとえば、図１を参照して説明したように、Ｗｉ－Ｆｉ通信に使われ得る。受
信機構成要素９１０は、図１および／または図２を参照して説明したワイヤレス通信シス
テム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信シ
ステムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御
信号（すなわち、送信）を受信するのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペ
クトル帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１２２】
　[0135]いくつかの例では、送信機構成要素９３０は少なくとも１つのＲＦ送信機を含み
得る。受信装置９０５がＵＥまたは基地局の態様の例である例では、送信機構成要素９３
０は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。受信装置９０
５がＷｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の態様の例である例では、送信機構
成要素９３０は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少
なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素９３０は、図１および／または図
２を参照して説明したワイヤレス通信システム１００および／または２００の１つまたは
複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して
様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するのに使われ
得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１２３】
　[0136]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素９２０は、受信装置９０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いくつかの例で
は、ワイヤレス通信管理構成要素９２０は、チャネル占有識別子処理構成要素９３５およ
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び／または送信管理構成要素９４０を含み得る。チャネル占有識別子処理構成要素９３５
および送信管理構成要素９４０の動作について、第１に、ＵＥまたは基地局のコンテキス
トにおいて、第２に、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局のコンテキストに
おいて以下で説明する。
【０１２４】
　[0137]受信装置９０５がＵＥまたは基地局の態様の例であるとき、およびいくつかの例
では、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別子処理構成要素９３５は、
Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を受信するのに使われ得る。
チャネル占有識別子は、セルラーＲＡＴを使う受信機（たとえば、受信機構成要素９１０
のセルラー受信機）を使って、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。
【０１２５】
　[0138]いくつかの例では、受信されたチャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル
の少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少なくと
も一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉ
プリアンブル全体を含み得る。
【０１２６】
　[0139]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、ＣＵＢＳの少なくとも一部分として
受信され得る（たとえば、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介
したその送信中に、無認可無線周波数スペクトル帯域の一部または全部を予約する働きを
し得る）。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フラクショナルＣＵＢＳの少なくと
も一部分を含み得る。
【０１２７】
　[0140]受信装置９０５がＵＥまたは基地局の態様の例であるとき、およびいくつかの例
では、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別子処理構成要素９３５は、
バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子を復号するのに使われ得る。いく
つかの例では、バックオフ期間は、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいく
つかのバイトを含み得る。
【０１２８】
　[0141]いくつかの例では、チャネル占有識別子が、第１のＲＡＴを使う送信機、それと
も第２のＲＡＴを使う送信機によって送信されたかの指示は、図４を参照して説明した第
３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０に関して記載したＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５およびＶ
ＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　４７０のいくつかの予約済みビット（たとえば、３ビット）など、
チャネル占有識別子のいくつかのビット中で符号化され得る。これらおよび他の例では、
受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別子処理構成要素９３５は、チャネ
ル占有識別子が、セルラーＲＡＴを使う送信機（たとえば、セルラーネットワークのＵＥ
または基地局の送信機）それともＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う送信機（たとえば、Ｗｉ－Ｆ
ｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の送信機）から受信されたのか決定するために、
チャネル占有識別子を復号することができる。
【０１２９】
　[0142]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、少なくとも第１のシンボルと第２の
シンボルとを含むことができ、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別子
処理構成要素９３５は、第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対する第２のシン
ボルの第２のコンスタレーションの回転（または無回転）を検出するために、チャネル占
有識別子を復号することができる。第２のコンスタレーションの検出された回転（または
無回転）は、少なくとも部分的には、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリアン
ブルタイプを示し得る。たとえば、第２のコンスタレーションの検出された回転（または
無回転）は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルに対応す
るかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプ
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リアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバックオフ期間を解釈するの
に（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいく
つかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。
【０１３０】
　[0143]受信装置９０５がＵＥまたは基地局の態様の例であるとき、およびいくつかの例
では、送信管理構成要素９４０は、チャネル占有識別子処理構成要素９３５によって識別
されたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、セルラーＲＡＴを使って無認可無
線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるように受信装置９０５を構成するのに
使われ得る。
【０１３１】
　[0144]ここで、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局のコンテキストに移る
と、受信装置９０５がＷｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の態様の例である
とき、およびいくつかの例では、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別
子処理構成要素９３５は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信するのに使われ得る。チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う受信機（た
とえば、受信機構成要素９１０のＷｉ－Ｆｉ受信機）を使って、無認可無線周波数スペク
トル帯域を介して受信され得る。
【０１３２】
　[0145]いくつかの例では、受信されたチャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル
の少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少なくと
も一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉ
プリアンブル全体を含み得る。
【０１３３】
　[0146]受信装置９０５がＷｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の態様の例で
あるとき、およびいくつかの例では、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有
識別子処理構成要素９３５は、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子を
復号するのに使われ得る。いくつかの例では、バックオフ期間は、いくつかのＯＦＤＭシ
ンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る。
【０１３４】
　[0147]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、少なくとも第１のシンボルと第２の
シンボルとを含むことができ、受信機構成要素９１０および／またはチャネル占有識別子
処理構成要素９３５は、第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対する第２のシン
ボルの第２のコンスタレーションの回転（または無回転）を検出するために、チャネル占
有識別子を復号することができる。第２のコンスタレーションの検出された回転（または
無回転）は、少なくとも部分的には、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリアン
ブルタイプを示し得る。たとえば、第２のコンスタレーションの検出された回転（または
無回転）は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルに対応す
るかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプ
リアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバックオフ期間を解釈するの
に（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいく
つかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。
【０１３５】
　[0148]受信装置９０５がＷｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局の態様の例で
あるとき、およびいくつかの例では、送信管理構成要素９４０は、チャネル占有識別子処
理構成要素９３５によって識別されたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるよ
うに受信装置９０５を構成するのに使われ得る。
【０１３６】
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　[0149]いくつかの例では、送信管理構成要素９４０は、バックオフ期間を識別すると、
コンテンションウィンドウサイズ（たとえば、受信装置９０５が、無認可無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを求める競合に成功できなかったことに続いて、無認可無線周波
数スペクトル帯域にアクセスするのを控える時間期間）を増大させるのを控えればよい。
【０１３７】
　[0150]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
受信装置１００５のブロック図１０００を示す。受信装置１００５は、図１および／もし
くは図２を参照して説明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ
、および／もしくは２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の、態様、図１および／もしく
は図２を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５
－ａのうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図９を参照して説明した受信
装置９０５の態様の例であり得る。受信装置１００５はまた、プロセッサであるか、また
はプロセッサを含み得る。受信装置１００５は、受信機構成要素１０１０、ワイヤレス通
信管理構成要素１０２０、および／または送信機構成要素１０３０を含み得る。これらの
構成要素の各々は、互いと通信していることがある。
【０１３８】
　[0151]受信装置１００５の構成要素は、個々にまたはまとめて、ハードウェアにおいて
適用可能な機能の一部または全部を実施するように適合された１つまたは複数のＡＳＩＣ
を使用して実装され得る。代替として、機能は、１つまたは複数の集積回路上で、１つま
たは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の例では、当技術
分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たとえば
、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
される場合がある。各構成要素の機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の
汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットさ
れた、メモリ内で具体化された命令を用いて実装されてもよい。メモリは、搭載メモリ、
別個のメモリ、またはそれらの組合せであってよい。
【０１３９】
　[0152]いくつかの例では、受信機構成要素１０１０は、認可無線周波数スペクトル帯域
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる認可無線周波数スペクトル帯域など、
無線周波数スペクトル帯域がユーザ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可され
ているので、送信装置がアクセスを求めて競合しなくてよい無線周波数スペクトル帯域）
および／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域
が、Ｗｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセス
を求めて競合する必要があり得る無線周波数スペクトル帯域）を介して送信を受信するよ
うに動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機など、少なくとも１つのＲＦ受信機を含み得
る。いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数
スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照して説明したように、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使われ得る。受信機構成要素１０１０は、場合によっては、
認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数スペクトル帯域のための別個の受
信機を含み得る。別個の受信機は、いくつかの例では、認可無線周波数スペクトル帯域を
介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、認可ＲＦスペクト
ル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１２）および無認可無線周波数スペクト
ル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、無認可Ｒ
Ｆスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１４）の形態をとり得る。認
可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１２および／または、無
認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１４を含む受信機構成
要素１０１０は、図１および／または図２を参照して説明したワイヤレス通信システム１
００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクなど、ワイヤレス通信システム
の１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するのに使われ得る。通信リンクは、認可無線周波数スペクトル
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帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して確立され得る。
【０１４０】
　[0153]いくつかの例では、送信機構成要素１０３０は、認可無線周波数スペクトル帯域
および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介して送信するように動作可能な少な
くとも１つのＲＦ送信機など、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機構成要素
１０３０は、場合によっては、認可無線周波数スペクトル帯域および無認可無線周波数ス
ペクトル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機は、いくつかの例では、認
可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素
（たとえば、認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１０３２）お
よび無認可無線周波数スペクトル帯域を介して通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機
構成要素（たとえば、無認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１
０３４）の形態をとり得る。認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要
素１０３２および／または、無認可ＲＦスペクトル帯域用ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成
要素１０３４を含む送信機構成要素１０３０は、図１および／または図２を参照して説明
したワイヤレス通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンク
など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して様々なタイプのデ
ータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するのに使われ得る。通信リンク
は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介
して確立され得る。
【０１４１】
　[0154]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１０２０は、受信装置１００５
のためのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するのに使われ得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理構成要素１０２０は、チャネル占有識別子処理構成要素１０
３５、送信管理構成要素１０４０、および／またはエネルギー検出構成要素１０４５を含
み得る。
【０１４２】
　[0155]いくつかの例では、受信機構成要素１０１０および／またはチャネル占有識別子
処理構成要素１０３５は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を
受信するのに使われ得る。チャネル占有識別子は、セルラーＲＡＴを使う受信機（たとえ
ば、受信機構成要素１０１０のセルラー受信機）を使って、無認可無線周波数スペクトル
帯域を介して受信され得る。
【０１４３】
　[0156]いくつかの例では、受信されたチャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブル
の少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２
．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少なくと
も一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉ
プリアンブル全体を含み得る。
【０１４４】
　[0157]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、ＣＵＢＳの少なくとも一部分として
受信され得る（たとえば、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介
したその送信中に、無認可無線周波数スペクトル帯域の一部または全部を予約する働きを
し得る）。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フラクショナルＣＵＢＳの少なくと
も一部分を含み得る。
【０１４５】
　[0158]いくつかの例では、受信機構成要素１０１０および／またはチャネル占有識別子
処理構成要素１０３５は、バックオフ期間を識別するために、チャネル占有識別子を復号
するのに使われ得る。いくつかの例では、バックオフ期間は、いくつかのＯＦＤＭシンボ
ル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る。
【０１４６】
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　[0159]いくつかの例では、チャネル占有識別子が、第１のＲＡＴ（たとえば、セルラー
ＲＡＴ）を使う送信機、それとも第２のＲＡＴ（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ　ＲＡＴ）を使う
送信機によって送信されたかの指示は、図４を参照して説明した第３のＷｉ－Ｆｉパケッ
ト４６０に関して記載したＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５およびＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　
４７０のいくつかの予約済みビット（たとえば、３ビット）など、チャネル占有識別子の
いくつかのビット中で符号化され得る。これらおよび他の例では、受信機構成要素１０１
０および／またはチャネル占有識別子処理構成要素１０３５は、チャネル占有識別子が、
セルラーＲＡＴを使う送信機（たとえば、セルラーネットワークのＵＥまたは基地局の送
信機）それともＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴを使う送信機（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイン
トまたはＷｉ－Ｆｉ局の送信機）から受信されたのか決定するために、チャネル占有識別
子を復号することができる。
【０１４７】
　[0160]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、少なくとも第１のシンボルと第２の
シンボルとを含むことができ、受信機構成要素１０１０および／またはチャネル占有識別
子処理構成要素１０３５は、第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対する第２の
シンボルの第２のコンスタレーションの回転（または無回転）を検出するために、チャネ
ル占有識別子を復号することができる。第２のコンスタレーションの検出された回転（ま
たは無回転）は、少なくとも部分的には、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリ
アンブルタイプを示し得る。たとえば、第２のコンスタレーションの検出された回転（ま
たは無回転）は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブルに対
応するかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆ
ｉプリアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバックオフ期間を解釈す
るのに（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／または
いくつかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。
【０１４８】
　[0161]いくつかの例では、送信管理構成要素１０４０は、チャネル占有識別子処理構成
要素１０３５によって識別されたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、セルラ
ーＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるように受信
装置１００５を構成するのに使われ得る。
【０１４９】
　[0162]いくつかの例では、エネルギー検出構成要素１０４５は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域のエネルギーレベルを検出するのに使われ得る。いくつかの例では、送信管理
構成要素１０４０は、検出されたエネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、セル
ラーＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるように（
たとえば、検出されたエネルギーレベルが閾を満足するとき、無認可無線周波数スペクト
ル帯域にアクセスするのを控えるように）受信装置１００５を構成するのに使われ得る。
いくつかの例では、送信管理構成要素１０４０は、検出されたエネルギーレベルが閾を満
足できないとき、セルラーＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスす
るのを控えるように（たとえば、検出されたエネルギーレベルが閾を満足できないが、受
信されたチャネル占有識別子がバックオフ期間を識別するとき、無認可無線周波数スペク
トル帯域にアクセスするのを控えるように）、受信装置１００５を構成するのに使われ得
る。
【０１５０】
　[0163]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局１１０５（たとえば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１
１００を示す。いくつかの例では、基地局１１０５は、図１および／もしくは図２を参照
して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、および／もしくは２０５－ａのうちの
１つもしくは複数の、態様、図７および／もしくは図８を参照して説明した送信装置７０
５および／もしくは８０５のうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図９お
よび／もしくは図１０を参照して説明した受信装置９０５および／もしくは１００５のう
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ちの１つもしくは複数の、態様の例であり得る。基地局１１０５は、図１、図２、図３、
図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照して説明した基地局
、送信装置、および／または受信装置特徴および機能の少なくとも一部を実装または支援
するように構成され得る。
【０１５１】
　[0164]基地局１１０５は、基地局プロセッサ１１１０、基地局メモリ１１２０、（基地
局トランシーバ１１５０によって表される）少なくとも１つの基地局トランシーバ、（基
地局アンテナ１１５５によって表される）少なくとも１つの基地局アンテナ、および／ま
たは基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０を含み得る。基地局１１０５はまた、基
地局通信構成要素１１３０および／またはネットワーク通信構成要素１１４０のうちの１
つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１１３５を
介して、直接または間接的に互いに通信している場合がある。
【０１５２】
　[0165]基地局メモリ１１２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読
取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリ１１２０は、実行されると、チャネ
ル占有識別子の送信および／または受信を含むワイヤレス通信に関係する、本明細書で説
明する様々な機能を基地局プロセッサ１１１０に実施させるように構成された命令を含む
コンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１１２５を記憶し得る。代替的に、コン
ピュータ実行可能コード１１２５は、基地局プロセッサ１１１０によって直接的に実行可
能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明す
る様々な機能を基地局１１０５に実施させるように構成され得る。
【０１５３】
　[0166]基地局プロセッサ１１１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プ
ロセッサ１１１０は、基地局トランシーバ１１５０、基地局通信構成要素１１３０、およ
び／またはネットワーク通信構成要素１１４０を通して受信された情報を処理し得る。基
地局プロセッサ１１１０はまた、アンテナ１１５５を通した送信のためにトランシーバ１
１５０に、１つもしくは複数の他の基地局（基地局Ａ１１０５－ａおよび基地局Ｂ１１０
５－ｂ）への送信のために基地局通信構成要素１１３０に、ならびに／または図１を参照
して説明したコアネットワーク１３０の１つもしくは複数の態様の例であり得るコアネッ
トワーク１１４５への送信のためにネットワーク通信構成要素１１４０に送られるべき情
報を処理し得る。基地局プロセッサ１１１０は、単独でまたは基地局ワイヤレス通信管理
構成要素１１６０とともに、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信に使用できる無線周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域がユー
ザ（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可されているので、送信装置がアクセス
を求めて競合しなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または無認可無線周波数
スペクトル帯域（たとえば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用
途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合し得る無線周波数スペ
クトル帯域）を介して通信すること（またはそれらの帯域を介した通信を管理すること）
の様々な態様を扱い得る。
【０１５４】
　[0167]基地局トランシーバ１１５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のために基地局アンテナ１１５５に与え、基地局アンテナ１１５５から受信されたパケッ
トを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局トランシーバ１１５０は、いく
つかの例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受信
機として実装され得る。基地局トランシーバ１１５０は、認可無線周波数スペクトル帯域
および／または無認可無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。基地局
トランシーバ１１５０は、アンテナ１１５５を介して、図１および／もしくは図２を参照
して説明したＵＥ１１５、第１のＵＥ２１５、第２のＵＥ２１５－ａ、第３のＵＥ２１５
－ｂ、および／もしくは第４のＵＥ２１５－ｃ、ならびに／あるいは図７および／もしく
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は図８を参照して説明した送信装置７０５および／もしくは８０５のうちの１つもしくは
複数、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明した受信装置９０５
および／もしくは１００５のうちの１つもしくは複数を含むＵＥのうちの１つまたは複数
など、１つまたは複数のＵＥと双方向に通信するように構成され得る。基地局１１０５は
、たとえば、複数の基地局アンテナ１１５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。
基地局１１０５は、ネットワーク通信構成要素１１４０を通してコアネットワーク１１４
５と通信し得る。基地局１１０５はまた、基地局通信構成要素１１３０を使って、基地局
１１０５－ａおよび１１０５－ｂなど、他の基地局と通信し得る。
【０１５５】
　[0168]基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０は、認可無線周波数スペクトル帯域
および／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関連して図１
、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照して
説明した基地局、送信装置、および／または受信装置特徴および機能の一部または全部を
実施および／または制御するように構成され得る。たとえば、基地局ワイヤレス通信管理
構成要素１１６０は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を使って、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、お
よび／またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。基地局ワイヤレ
ス通信管理構成要素１１６０は、認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信を扱うように構成された認可ＲＦスペクトル帯域用基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構
成要素１１６５と、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を
扱うように構成された無認可ＲＦスペクトル帯域用基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１
１７０とを含み得る。基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０もしくはその部分は、
プロセッサを含み得、ならびに／または、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０の
機能の一部もしくは全部は、基地局プロセッサ１１１０によって、および／もしくは基地
局プロセッサ１１１０とともに実施され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信
管理構成要素１１６０は、図７および／または図８を参照して説明したワイヤレス通信管
理構成要素７２０および／または８２０の例であり得る。
【０１５６】
　[0169]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１２１５のブロック図１２００を示す。ＵＥ１２１５は様々な構成を有してよく、パ
ーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュー
タ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、スマートフォン、ＰＤＡ、デジタル
ビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなど
に含まれてよく、またはそれらの一部であり得る。いくつかの例では、ＵＥ１２１５は、
モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーのような内部電源（図示せず）を有し
得る。いくつかの例では、ＵＥ１２１５は、図１および／もしくは図２を参照して説明し
たＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２１５
－ｃのうちの１つもしくは複数の、態様、図７および／もしくは図８を参照して説明した
送信装置７０５および／もしくは８０５のうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／
または図９および／もしくは図１０を参照して説明した受信装置９０５および／もしくは
１００５のうちの１つもしくは複数の、態様の例であり得る。ＵＥ１２１５は、図１、図
２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照して説明
したＵＥ、送信装置、および／または受信装置特徴および機能の少なくとも一部を実装す
るように構成され得る。
【０１５７】
　[0170]ＵＥ１２１５は、ＵＥプロセッサ１２１０、ＵＥメモリ１２２０、（ＵＥトラン
シーバ１２３０によって表される）少なくとも１つのＵＥトランシーバ、（ＵＥアンテナ
１２４０によって表される）少なくとも１つのＵＥアンテナ、および／またはＵＥワイヤ
レス通信管理構成要素１２６０を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数
のバス１２３５を介して、直接または間接的に互いに通信している場合がある。
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【０１５８】
　[0171]ＵＥメモリ１２２０はＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。ＵＥメモリ１２
２０は、実行されると、チャネル占有識別子の送信および／または受信を含むワイヤレス
通信に関係する、本明細書で説明する様々な機能をＵＥプロセッサ１２１０に実施させる
ように構成された命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能コード１２２５を
記憶し得る。代替的に、コンピュータ実行可能コード１２２５は、ＵＥプロセッサ１２１
０によって直接的に実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行さ
れると）本明細書で説明される様々な機能をＵＥ１２１５に実施させるように構成され得
る。
【０１５９】
　[0172]ＵＥプロセッサ１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば
、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥプロセッサ１２１０は
、ＵＥトランシーバ１２３０を通して受信された情報、および／またはＵＥアンテナ１２
４０を介した送信のためにＵＥトランシーバ１２３０に送られるべき情報を処理し得る。
ＵＥプロセッサ１２１０は、単独でまたはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０とと
もに、認可無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用できる
無線周波数スペクトル帯域など、無線周波数スペクトル帯域がユーザ（たとえば、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａユーザ）に認可されているので、送信装置がアクセスを求めて競合しなくて
よい無線周波数スペクトル帯域）および／または無認可無線周波数スペクトル帯域（たと
えば、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能で
あるので、送信装置がアクセスを求めて競合し得る無線周波数スペクトル帯域）を介して
通信すること（またはそれらの帯域を介した通信を管理すること）の様々な態様を扱い得
る。
【０１６０】
　[0173]ＵＥトランシーバ１２３０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにＵＥアンテナ１２４０に与え、ＵＥアンテナ１２４０から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥトランシーバ１２３０は、いくつかの例
では、１つまたは複数のＵＥ送信機および１つまたは複数の別個のＵＥ受信機として実装
され得る。ＵＥトランシーバ１２３０は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または
無認可無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。ＵＥトランシーバ１２
３０は、図１および／または図２を参照して説明した基地局１０５、第１の基地局２０５
、および／または第２の基地局２０５－ａのうちの１つまたは複数と、ＵＥアンテナ１２
４０を介して双方向に通信するように構成され得る。ＵＥ１２１５は単一のＵＥアンテナ
を含み得るが、ＵＥ１２１５が複数のＵＥアンテナ１２４０を含み得る例があり得る。
【０１６１】
　[0174]ＵＥ状態構成要素１２５０は、たとえば、ＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態
との間のＵＥ１２１５の遷移を管理するために使用されてよく、１つまたは複数のバス１
２３５を介して、直接または間接的に、ＵＥ１２１５の他の構成要素と通信していること
がある。ＵＥ状態構成要素１２５０もしくはその部分は、プロセッサを含み得、ならびに
／またはＵＥ状態構成要素１２５０の機能の一部もしくは全部は、ＵＥプロセッサ１２１
０によって、および／もしくはＵＥプロセッサ１２１０とともに実施され得る。
【０１６２】
　[0175]ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０は、認可無線周波数スペクトル帯域お
よび／または無認可無線周波数スペクトル帯域を介したワイヤレス通信に関連して図１、
図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図１０を参照して説
明したＵＥ、送信装置、および／または受信装置特徴および機能の一部または全部を実施
および／または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレス通信管理構成要
素１２６０は、認可無線周波数スペクトル帯域および／または無認可無線周波数スペクト
ル帯域を使って、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／
またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。ＵＥワイヤレス通信管
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理構成要素１２６０は、認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信
を扱うように構成された認可ＲＦスペクトル帯域用ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１
２６５と、無認可無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うよう
に構成された無認可ＲＦスペクトル帯域用ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１２７０と
を含み得る。ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０もしくはその部分は、プロセッサ
を含み得、ならびに／またはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０の機能の一部もし
くは全部は、ＵＥプロセッサ１２１０によって、および／もしくはＵＥプロセッサ１２１
０とともに実施され得る。いくつかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０
は、図９および／または図１０を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０お
よび／または１０２０の例であり得る。
【０１６３】
　[0176]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００の
例を示すフローチャートである。明快のために、方法１３００について、１つもしくは複
数の送信装置の態様（たとえば、図１、図２、および／もしくは図１１を参照して説明し
た基地局１０５、１０５－ａ、２０５、２０５－ａ、および／もしくは１１０５のうちの
１つもしくは複数の、態様、図１、図２、および／もしくは図１２を参照して説明したＵ
Ｅ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、および／もしく
は１２１５のうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図７および／もしくは
図８を参照して説明した送信装置７０５および／もしくは８０５のうちの１つもしくは複
数の、態様）を参照して以下で説明する。いくつかの例では、送信装置は、以下で説明す
る機能を実施するように送信装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数の
セットを実行し得る。追加または代替として、送信装置は、特殊目的ハードウェアを使っ
て、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実施することができる。
【０１６４】
　[0177]ブロック１３０５において、方法１３００は、第１のＲＡＴを使う第１の送信に
、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャネル占有識別子を挿入することを含み得る
。いくつかの例では、第１のＲＡＴはセルラーＲＡＴであってよく、第２のＲＡＴはＷｉ
－Ｆｉ　ＲＡＴであってよい。ブロック１３０５における動作は、図７、図８、図１１、
および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０
、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管
理構成要素１２６０、ならびに／または図７および／もしくは図８を参照して説明したチ
ャネル占有識別子挿入管理構成要素７４０および／もしくは８５０を使って実施され得る
。
【０１６５】
　[0178]方法１３００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
ブルの少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少な
くとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－
Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【０１６６】
　[0179]方法１３００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域が予約される持続時間（たとえば、バックオフ期間）を識別し得る。いくつ
かの例では、持続時間は、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバ
イトを含み得る。
【０１６７】
　[0180]ブロック１３１０において、方法１３００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
を介して、チャネル占有識別子を有する第１の送信を送信することを含み得る。いくつか
の例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ
用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合し
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得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。ブロック１３１０における動作は、図７、図
８、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７
２０、８２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイ
ヤレス通信管理構成要素１２６０、図７および／もしくは図８を参照して説明した送信管
理構成要素７３５および／もしくは８３５、図７および／もしくは図８を参照して説明し
た送信機構成要素７３０および／もしくは８３０、ならびに／または図７もしくは図８を
参照して説明した基地局トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０を使っ
て実施され得る。
【０１６８】
　[0181]このようにして、方法１３００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１３００は
一実装形態にすぎず、方法１３００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替え
られ、または場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１６９】
　[0182]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００の
一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１４００について、１つもしくは
複数の送信装置の態様（たとえば、たとえば、図１、図２、および／もしくは図１１を参
照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、２０５－ａ、および／もしくは１１
０５のうちの１つもしくは複数の、態様、図１、図２、および／もしくは図１２を参照し
て説明したＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、お
よび／もしくは１２１５のうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図７およ
び／もしくは図８を参照して説明した送信装置７０５および／もしくは８０５のうちの１
つもしくは複数の、態様）を参照して以下で説明する。いくつかの例では、送信装置は、
以下で説明する機能を実施するように送信装置の機能要素を制御するためのコードの１つ
または複数のセットを実行し得る。追加または代替として、送信装置は、特殊目的ハード
ウェアを使って、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実施することができる。
【０１７０】
　[0183]ブロック１４０５において、方法１４００は、第１のＲＡＴを使う第１の送信に
、第２のＲＡＴを使う第２の送信のためのチャネル占有識別子を挿入することを含み得る
。いくつかの例では、第１のＲＡＴはセルラーＲＡＴであってよく、第２のＲＡＴはＷｉ
－Ｆｉ　ＲＡＴであってよい。ブロック１４０５における動作は、図７、図８、図１１、
および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０
、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管
理構成要素１２６０、ならびに／または図７および／もしくは図８を参照して説明したチ
ャネル占有識別子挿入管理構成要素７４０および／もしくは８５０を使って実施され得る
。
【０１７１】
　[0184]方法１４００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域が予約される持続時間（たとえば、バックオフ期間）を識別し得る。いくつ
かの例では、持続時間は、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバ
イトを含み得る。
【０１７２】
　[0185]いくつかの例では、第１の送信にチャネル占有識別子を挿入することは、チャネ
ル占有識別子を、第１の送信の第１のデータサブフレームに先行するように挿入すること
を含み得る。いくつかの例では、第１の送信にチャネル占有識別子を挿入することは、第
１の送信のデータサブフレームにチャネル占有識別子を挿入することを含み得る。いくつ
かの例では、第１の送信にチャネル占有識別子を挿入することは、チャネル占有識別子の
第１のインスタンスとチャネル占有識別子の第２のインスタンスとを第１の送信に挿入す
ることを含み得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子の第１のインスタンスは、第
１の送信の第１のデータサブフレームに先行するように挿入されてよく、チャネル占有識
別子の第２のインスタンスは第１の送信のデータサブフレームに挿入されてよい。
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【０１７３】
　[0186]いくつかの例では、チャネル占有識別子は、図７、図８、図１１、および／もし
くは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０、基地局ワイ
ヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１
２６０、ならびに／または図８を参照して説明したチャネル占有識別子フォーマッタ構成
要素８４０を使ってフォーマットされ得る。方法１４００のいくつかの例では、チャネル
占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャ
ネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１
１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａｘプリアンブルの少なくとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－
Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【０１７４】
　[0187]チャネル占有識別子がＷｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を含む方法１
４００の例において、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルは、少なくとも第１のシンボルと第２のシ
ンボルとを含んでよく、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルは、第１のシンボルのコンスタレーショ
ンに対して第２のシンボルのコンスタレーションを回転させることによってフォーマット
され得る。第２のコンスタレーションの回転（または無回転）は、少なくとも部分的には
、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプを示し得る。たとえば、
第２のコンスタレーションの回転は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａ
ｃプリアンブルに対応するかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子
が対応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバッ
クオフ期間を解釈するのに（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル
周期および／またはいくつかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。い
くつかの例では、第２のコンスタレーションの回転は、図７、図８、図１１、および／も
しくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０、基地局ワ
イヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素
１２６０、ならびに／または図８を参照して説明したチャネル占有識別子フォーマッタ構
成要素８４０を使って実施され得る。
【０１７５】
　[0188]ブロック１４１０において、方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合するためのＬＢＴ手順を実施することを含み得る。いくつかの
例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用
途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合し得
る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。
【０１７６】
　[0189]ブロック１４１５において、方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
にアクセスするための競合に勝ったかどうか決定することを含み得る。無認可無線周波数
スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったと決定されると、方法１４００は（図
示されるように）ブロック１４２０に進んでよく、またはブロック１４２０における動作
が実施されない方法１４００の例では、方法１４００はブロック１４２５に進んでよい。
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝たなかったと決定される
と、ブロック１４０５および／または１４１０における動作は繰り返されてよい。いくつ
かの例では、ブロック１４０５および／または１４１０における動作は、遅延の後で（た
とえば、次のＬＢＴ手順を実施するためのスケジュールされた時間に）繰り返され得る。
【０１７７】
　[0190]ブロック１４１０および／または１４１５における動作は、図７、図８、図１１
、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２
０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信
管理構成要素１２６０、ならびに／または図８を参照して説明したＬＢＴ構成要素８４５
を使って実施され得る。
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【０１７８】
　[0191]ブロック１４２０において、方法１４００は、再同期境界（たとえば、図３を参
照して説明したダウンリンク再同期境界３８７またはアップリンク再同期境界３９２）を
過ぎたかどうか決定することを含み得る。再同期境界を過ぎていないと決定されると、方
法１４００はブロック１４２５に進み得る。再同期境界を過ぎていると決定されると、方
法１４００はブロック１４３５に進み得る。ブロック１４２０における動作は、図７、図
８、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７
２０、８２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイ
ヤレス通信管理構成要素１２６０、ならびに／または図７および／もしくは図８を参照し
て説明した送信管理構成要素７３５および／もしくは８３５を使って実施され得る。
【０１７９】
　[0192]ブロック１４２５において、方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域
を介した、チャネル占有識別子の送信の時間を時間ディザリングすることを含み得る。い
くつかの例では、方法１４００は、チャネル占有識別子向けの時間ディザリングされた送
信時間を選択することを含み得る。送信時間は、たとえば、セル識別子（たとえば、セル
ＩＤ）に少なくとも部分的に基づいて、および／またはＰＬＭＮ識別子に少なくとも部分
的に基づいて選択されてよい。ブロック１４２５における動作は、図７、図８、図１１、
および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０
、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管
理構成要素１２６０、図７および／もしくは図８を参照して説明した送信管理構成要素７
３５および／もしくは８３５、ならびに／または図８を参照して説明した時間ディザリン
グ構成要素８５５を使って実施され得る。
【０１８０】
　[0193]ブロック１４３０において、また、ブロック１４１０および１４１５において無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったことならびに／または
ブロック１４２０において再同期境界を過ぎていないと決定したことに少なくとも部分的
に基づいて、方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チャネル占有
識別子を有する第１の送信を送信することを含み得る。ブロック１４３０における動作は
、図７、図８、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理
構成要素７２０、８２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしく
はＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０、図７および／もしくは図８を参照して説明
した送信管理構成要素７３５および／もしくは８３５、図７および／もしくは図８を参照
して説明した送信機構成要素７３０および／もしくは８３０、ならびに／または図７もし
くは図８を参照して説明した基地局トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２
３０を使って実施され得る。
【０１８１】
　[0194]方法１４００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、ＣＵＢＳの少なくと
も一部分として送信されてよく、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯
域を介したその送信中に、無認可無線周波数スペクトル帯域の一部または全部を予約する
働きをし得る。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フラクショナルＣＵＢＳの少な
くとも一部分を含み得る。いくつかの例では、ＣＵＢＳは、図７、図８、図１１、および
／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２０、８２０、基地
局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成
要素１２６０、図７および／もしくは図８を参照して説明した送信管理構成要素７３５お
よび／もしくは８３５、ならびに／または図８を参照して説明したＣＵＢＳ管理構成要素
８６０を使ってフォーマットされ、第１の送信に挿入され得る。
【０１８２】
　[0195]方法１４００のいくつかの例では、ブロック１４３０において実施される送信す
ることは、第１の送信装置によって実施されてよく、チャネル占有識別子の第１の部分は
、第２の送信装置によって送信される第２のチャネル占有識別子の重複送信の第１の部分
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に共通であってよく、第２のチャネル占有識別子の第２の部分は、第２の送信装置によっ
て送信される第２のチャネル占有識別子の第２の部分とは異なってよい。
【０１８３】
　[0196]ブロック１４３５において、およびブロック１４１０において無認可無線周波数
スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったことに少なくとも部分的に基づいて、
方法１４００は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、チャネル占有識別子を有す
る第１の送信を送信することを含み得る。ブロック１４３５における動作は、図７、図８
、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素７２
０、８２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤ
レス通信管理構成要素１２６０、図７および／もしくは図８を参照して説明した送信管理
構成要素７３５および／もしくは８３５、図７および／もしくは図８を参照して説明した
送信機構成要素７３０および／もしくは８３０、ならびに／または図７もしくは図８を参
照して説明した基地局トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０を使って
実施され得る。
【０１８４】
　[0197]このようにして、方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００は
一実装形態にすぎず、方法１４００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替え
られ、または場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１８５】
　[0198]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００の
例を示すフローチャートである。明快のために、方法１５００について、１つまたは複数
の受信装置の態様（たとえば、図１、図２、および／もしくは図１２を参照して説明した
ＵＥ１１５、１１５－ａ、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、および／もし
くは１２１５のうちの１つもしくは複数の、態様、図１、図２、および／もしくは図１１
を参照して説明した基地局１０５、１０５－ａ、２０５、２０５－ａ、および／もしくは
１１０５のうちの１つもしくは複数の、態様、ならびに／または図９および／もしくは図
１０を参照して説明した受信装置９０５および／もしくは１００５のうちの１つもしくは
複数の、態様）を参照して以下で説明する。いくつかの例では、受信装置は、以下で説明
する機能を実施するように受信装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数
のセットを実行し得る。追加または代替として、受信装置は、特殊目的ハードウェアを使
って、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実施することができる。
【０１８６】
　[0199]ブロック１５０５において、方法１５００は、第１のＲＡＴを使う受信機におい
て、第２のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を受信することを含み得る。チ
ャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペクトル帯域を介して受信され得る。いくつか
の例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ
用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信装置がアクセスを求めて競合し
得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例では、受信機は、ＵＥまたは基
地局のセルラー受信機であってよい。いくつかの例では、第１のＲＡＴはセルラーＲＡＴ
であってよく、第２のＲＡＴはＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴであってよい。ブロック１５０５にお
ける動作は、図９および／もしくは図１０を参照して説明した受信機構成要素９１０およ
び／もしくは１０１０、図１１もしくは図１２を参照して説明した基地局トランシーバ１
１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０、図９、図１０、図１１、および／もしくは図
１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、基地局ワイヤレ
ス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６
０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明したチャネル占有識別
子処理構成要素９３５および／もしくは１０３５を使って実施され得る。
【０１８７】
　[0200]方法１５００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
ブルの少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８



(45) JP 2017-531366 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少な
くとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－
Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【０１８８】
　[0201]方法１５００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、ＣＵＢＳの少なくと
も一部分として受信され得る（たとえば、チャネル占有識別子は、無認可無線周波数スペ
クトル帯域を介したその送信中に、無認可無線周波数スペクトル帯域の一部または全部を
予約する働きをし得る）。いくつかの例では、ＣＵＢＳの一部分は、フラクショナルＣＵ
ＢＳの少なくとも一部分を含み得る。
【０１８９】
　[0202]ブロック１５１０において、方法１５００は、バックオフ期間を識別するために
、チャネル占有識別子を復号することを含み得る。いくつかの例では、バックオフ期間は
、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る。ブロッ
ク１５１０における動作は、図９および／もしくは図１０を参照して説明した受信機構成
要素９１０および／もしくは１０１０、図１１もしくは図１２を参照して説明した基地局
トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０、図９、図１０、図１１、およ
び／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、
基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理
構成要素１２６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照して説明したチ
ャネル占有識別子処理構成要素９３５および／もしくは１０３５を使って実施され得る。
【０１９０】
　[0203]いくつかの例では、チャネル占有識別子が、第１のＲＡＴを使う送信機、それと
も第２のＲＡＴを使う送信機によって送信されたかの指示は、図４を参照して説明した第
３のＷｉ－Ｆｉパケット４６０に関して記載したＶＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１　４６５およびＶ
ＨＴ－ＳＩＧ－Ａ２　４７０のいくつかの予約済みビット（たとえば、３ビット）など、
チャネル占有識別子のいくつかのビット中で符号化され得る。これらおよび他の例では、
方法１５００は、チャネル占有識別子が、第１のＲＡＴを使う送信機、それとも第２のＲ
ＡＴを使う送信機から受信されたのか決定するために、チャネル占有識別子を復号するこ
とを含み得る。いくつかの例では、復号は、図９および／もしくは図１０を参照して説明
した受信機構成要素９１０および／もしくは１０１０、図１１もしくは図１２を参照して
説明した基地局トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０、図９、図１０
、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２
０、１０２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／もしくはＵＥワイ
ヤレス通信管理構成要素１２６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照
して説明したチャネル占有識別子処理構成要素９３５および／もしくは１０３５を使って
実施され得る。
【０１９１】
　[0204]いくつかの例では、チャネル占有識別子は少なくとも第１のシンボルと第２のシ
ンボルとを含んでよく、方法１５００は、第１のシンボルの第１のコンスタレーションに
対する第２のシンボルの第２のコンスタレーションの回転（または無回転）を検出するた
めに、チャネル占有識別子を復号することを含み得る。第２のコンスタレーションの検出
された回転（または無回転）は、少なくとも部分的には、チャネル占有識別子が対応する
Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルタイプを示し得る。たとえば、第２のコンスタレーションの検出
された回転（または無回転）は、チャネル占有識別子がＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｃプ
リアンブルに対応するかどうかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子が対
応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバックオ
フ期間を解釈するのに（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期
および／またはいくつかのバイトとして指定されるか決定するのに）使われ得る。いくつ
かの例では、バックオフ期間の復号および／または解釈は、図９および／もしくは図１０



(46) JP 2017-531366 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

を参照して説明した受信機構成要素９１０および／もしくは１０１０、図１１もしくは図
１２を参照して説明した基地局トランシーバ１１５０もしくはＵＥトランシーバ１２３０
、図９、図１０、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレス通信管
理構成要素９２０、１０２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、および／も
しくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０、ならびに／または図９および／もしく
は図１０を参照して説明したチャネル占有識別子処理構成要素９３５および／もしくは１
０３５を使って実施され得る。
【０１９２】
　[0205]ブロック１５１５において、方法１５００は、ブロック１５１０において識別さ
れたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周
波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることを含み得る。ブロック１５１５におけ
る動作は、図９、図１０、図１１、および／もしくは図１２を参照して説明したワイヤレ
ス通信管理構成要素９２０、１０２０、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１１６０、お
よび／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０、ならびに／または図９および
／もしくは図１０を参照して説明した送信管理構成要素９４０および／もしくは１０４０
を使って実施され得る。
【０１９３】
　[0206]いくつかの例では、方法１５００は、無認可無線周波数スペクトル帯域のエネル
ギーレベルを検出することを含み得る。いくつかの例では、無認可無線周波数スペクトル
帯域のエネルギーレベルは、図９、図１０、図１１、および／もしくは図１２を参照して
説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、基地局ワイヤレス通信管理構成
要素１１６０、および／もしくはＵＥワイヤレス通信管理構成要素１２６０、ならびに／
または図１０を参照して説明したエネルギー検出構成要素１０４５を使って検出され得る
。
【０１９４】
　[0207]いくつかの例では、方法１５００は、検出されたエネルギーレベルに少なくとも
部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスす
るのを控える（たとえば、検出されたエネルギーレベルが閾を満足するとき、無認可無線
周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える）ことを含み得る。いくつかの例では、
方法１５００は、検出されたエネルギーレベルが閾を満足できないとき、第１のＲＡＴを
使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える（たとえば、検出され
たエネルギーレベルが閾を満足できないが、受信されたチャネル占有識別子がバックオフ
期間を識別するとき、無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える）こと
を含み得る。
【０１９５】
　[0208]このようにして、方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００は
一実装形態にすぎず、方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替え
られ、または場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１９６】
　[0209]図１６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１６００の
例を示すフローチャートである。明快のために、方法１６００について、１つまたは複数
のＷｉ－Ｆｉ受信装置の態様（たとえば、図１を参照して説明したＷｉ－Ｆｉアクセスポ
イント１３５および／もしくは１３５－ａのうちの１つもしくは複数の、態様、図１を参
照して説明したＷｉ－Ｆｉ局１４０および／もしくは１４０－ａのうちの１つもしくは複
数の、態様、ならびに／または図９を参照して説明した受信装置９０５のうちの１つもし
くは複数の、態様）を参照して以下で説明する。いくつかの例では、受信装置は、以下で
説明する機能を実施するように受信装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは
複数のセットを実行し得る。追加または代替として、受信装置は、特殊目的ハードウェア
を使って、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実施することができる。
【０１９７】
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　[0210]ブロック１６０５において、方法１６００は、第１のＲＡＴを使う受信機におい
て、第１のＲＡＴを使う送信のためのチャネル占有識別子を受信することを含み得る。チ
ャネル占有識別子は、第２のＲＡＴを使う送信機から無認可無線周波数スペクトル帯域を
介して受信され得る。いくつかの例では、無認可無線周波数スペクトル帯域は、無線周波
数スペクトル帯域がＷｉ－Ｆｉ用途などの無認可用途のために利用可能であるので、送信
装置がアクセスを求めて競合し得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例
では、受信機は、Ｗｉ－ＦｉアクセスポイントまたはＷｉ－Ｆｉ局のＷｉ－Ｆｉ受信機で
あり得る。いくつかの例では、第１のＲＡＴはＷｉ－Ｆｉ　ＲＡＴであってよく、第２の
ＲＡＴはセルラーＲＡＴであってよい。ブロック１６０５における動作は、図９を参照し
て説明した受信機構成要素９１０、ワイヤレス通信管理構成要素９２０、および／または
チャネル占有識別子処理構成要素９３５を使って実施され得る。
【０１９８】
　[0211]方法１６００のいくつかの例では、チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアン
ブルの少なくとも一部分を含み得る。たとえば、チャネル占有識別子は、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８
０２．１１ａｃプリアンブル、またはＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブルの少な
くとも一部分を含み得る。いくつかの例では、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの一部分はＷｉ－
Ｆｉプリアンブル全体を含み得る。
【０１９９】
　[0212]ブロック１６１０において、方法１６００は、バックオフ期間を識別するために
、チャネル占有識別子を復号することを含み得る。いくつかの例では、バックオフ期間は
、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいくつかのバイトを含み得る。ブロッ
ク１６１０における動作は、図９を参照して説明した受信機構成要素９１０、ワイヤレス
通信管理構成要素９２０、および／またはチャネル占有識別子処理構成要素９３５を使っ
て実施され得る。
【０２００】
　[0213]いくつかの例では、チャネル占有識別子は少なくとも第１のシンボルと第２のシ
ンボルとを含んでよく、方法１６００は、第１のシンボルのコンスタレーションに対する
第２のシンボルのコンスタレーションの回転を検出するために、チャネル占有識別子を復
号することを含み得る。第２のコンスタレーションの検出された回転は、少なくとも部分
的に、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆｉプリアンブルタイプを示し得る。たとえ
ば、第２のコンスタレーションの検出された回転は、チャネル占有識別子が、ＩＥＥＥ規
格８０２．１１ａプリアンブル、ＩＥＥＥ規格８０２．１１ｎプリアンブル、ＩＥＥＥ規
格８０２．１１ａｃプリアンブル、それともＩＥＥＥ規格８０２．１１ａｘプリアンブル
に対応するのかを示し得る。いくつかの例では、チャネル占有識別子が対応するＷｉ－Ｆ
ｉプリアンブルタイプは、チャネル占有識別子によって示されたバックオフ期間を解釈す
る（たとえば、バックオフ期間が、いくつかのＯＦＤＭシンボル周期および／またはいく
つかのバイトとして指定されるかを決定する）のに使われ得る。いくつかの例では、バッ
クオフ期間の復号および／または解釈は、図９を参照して説明した受信機構成要素９１０
、ワイヤレス通信管理構成要素９２０、および／またはチャネル占有識別子処理構成要素
９３５を使って実施され得る。
【０２０１】
　[0214]ブロック１６１５において、方法１６００は、ブロック１６１０において識別さ
れたバックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周
波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることを含み得る。ブロック１６１５におけ
る動作は、図９を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０および／または送
信管理構成要素９４０を使って実施され得る。
【０２０２】
　[0215]いくつかの例では、方法１６００は、無認可無線周波数スペクトル帯域のエネル
ギーレベルを検出することを含み得る。いくつかの例では、無認可無線周波数スペクトル
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帯域のエネルギーレベルは、図９を参照して説明したワイヤレス通信管理構成要素９２０
を使って検出され得る。
【０２０３】
　[0216]いくつかの例では、方法１６００は、検出されたエネルギーレベルに少なくとも
部分的に基づいて、第１のＲＡＴを使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスす
るのを控える（たとえば、検出されたエネルギーレベルが閾を満足するとき、無認可無線
周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える）ことを含み得る。いくつかの例では、
方法１６００は、検出されたエネルギーレベルが閾を満足できないとき、第１のＲＡＴを
使って無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える（たとえば、検出され
たエネルギーレベルが閾を満足できないが、受信されたチャネル占有識別子がバックオフ
期間を識別するとき、無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える）こと
を含み得る。
【０２０４】
　[0217]いくつかの例では、方法１６００は、バックオフ期間を識別すると、コンテンシ
ョンウィンドウサイズ（たとえば、方法１６００を実施する装置が、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスを求める競合に成功できなかったことに続いて、無認可無線周
波数スペクトル帯域にアクセスするのを控える時間期間）を増大させるのを控えることを
含み得る。
【０２０５】
　[0218]このようにして、方法１６００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１６００は
一実装形態にすぎず、方法１６００の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替え
られ、または場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０２０６】
　[0219]本明細書に記載された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使われ得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）など
の無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ
－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０
００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ
２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡ
は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤ
ＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線
技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）
、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８
０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ
Ａ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはユニバーサ
ルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３
ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に
記載されている。本明細書で説明した技法は、上述のシステムおよび無線技術、ならびに
、無認可および／または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む他
のシステムおよび無線技術に使用されてよい。しかしながら、上記の説明は、例としてＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムを記載し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用され
るが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの適用例以外に適用可能である。
【０２０７】
　[0220]添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例を説明しており、実装され
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得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すものではない。「例」および「例示
的」という用語は、本明細書で使用されるとき、「例、事例、または例示として働く」こ
とを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利である」ことを意味するものではな
い。詳細な説明は、説明した技法の理解を与える目的で、具体的な詳細を含む。しかしな
がら、これらの技法は、これらの具体的な詳細を伴わずに実践され得る。いくつかの事例
では、説明した例の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られている構造およ
び装置がブロック図の形で示されている。
【０２０８】
　[0221]情報および信号は、種々の異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボルおよびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光
学場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表すことができる。
【０２０９】
　[0222]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、または本明細書で説明した機能を実施するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは、任意の従来型プロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ
、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のその
ような構成としても実装される場合がある。
【０２１０】
　[0223]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
として非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶され、または非一時的コンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請
求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロ
セッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれか
の組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴
はまた、機能の部分が、異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散されるこ
とを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細書で
使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または」という
語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列挙され
た項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成
が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいるものとして表される場合、その組成は
、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、または
ＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のう
ちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、たと
えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまた
はＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する
ような選言的列挙を示す。
【０２１１】
　[0224]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気
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的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュメモリ、コ
ンパクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）もしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディ
スクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され、汎用もしく
は専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意
の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。
たとえば、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ソフト
ウェアがウェブサイト、サーバまたは他のリモートソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk
）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディス
ク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（di
sk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学
的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２１２】
　[0225]本開示の前の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように
提供される。本開示の様々な変更が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
る一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で
開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。

【図１】 【図２】
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【図１５】 【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月25日(2017.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使うためのチ
ャネル占有識別子を挿入することと、前記第１のＲＡＴは、前記第２のＲＡＴとは異なり
、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴは、無認可無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスを求めて競合する、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記
第１の送信を送信することとを備える方法。
【請求項２】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）プリアンブルの少なくとも一部分
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの前記部分は少なくとも第１のシンボルと第２のシンボル
とを備え、前記方法は、
　前記第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対して前記第２のシンボルの第２の
コンスタレーションを回転させることによって、前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルをフォーマ
ットすることをさらに備える、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記持続時間は、いくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備える
、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合するためにリッスンビ
フォアトーク（ＬＢＴ）手順を実施することと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったことに少なく
とも部分的に基づいて、前記チャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信すること
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　再同期境界を過ぎたかどうか決定することと、
　前記再同期境界を過ぎていないと決定したことに少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信することとをさらに備える、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　チャネル使用ビーコンシンボル（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分として、前記チャネル
占有識別子を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した、前記チャネル占有識別子の送信時間を
時間ディザリングすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　セル識別子に少なくとも部分的に基づいて、前記送信時間を選択することをさらに備え
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　パブリックモバイルランドネットワーク（ＰＬＭＮ）識別子に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信時間を選択することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　前記第１の送信のデータサブフレームに前記チャネル占有識別子を挿入することを備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　少なくとも前記チャネル占有識別子の第１のインスタンスと、前記チャネル占有識別子
の第２のインスタンスとを前記第１の送信に挿入することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記送信することは第１の送信装置によって実施され、前記チャネル占有識別子の第１
の部分は、第２の送信装置によって送信された第２のチャネル占有識別子の重複送信の第
１の部分に共通であり、前記チャネル占有識別子の第２の部分は、前記第２の送信装置に
よって送信された前記第２のチャネル占有識別子の第２の部分とは異なる、請求項１に記
載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使うためのチ
ャネル占有識別子を挿入するための手段と、前記第１のＲＡＴは、前記第２のＲＡＴとは
異なり、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴは、無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合する、
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　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記
第１の送信を送信するための手段とを備える装置。
【請求項１６】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使うための
チャネル占有識別子を受信することと、前記チャネル占有識別子は、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介して受信され、前記第１のＲＡＴは、前記第２のＲＡＴとは異なり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴは、前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスを求めて競合する、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号することと、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることとを備える方法。
【請求項１９】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出することをさらに備え
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、請求項
２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記エネルギーレベルが閾を満足できないとき、前記第１のＲＡＴを使って前記無認可
無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、請求項２０に
記載の方法。
【請求項２３】
　前記チャネル占有識別子が、前記第１のＲＡＴを使う第１の送信機、それとも前記第２
のＲＡＴを使う第２の送信機から受信されたのか決定するために、前記チャネル占有識別
子を復号することをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記バックオフ期間はいくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備
える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は、ユーザ機器（ＵＥ）のセルラー受信機を備える
、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は基地局のセルラー受信機を備える、請求項１８に
記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使うための
チャネル占有識別子を受信するための手段と、前記チャネル占有識別子は、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して受信され、前記第１のＲＡＴは、前記第２のＲＡＴとは異な
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り、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴは、前記無認可無線周波数スペクトル帯域
へのアクセスを求めて競合する、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号するための手段と、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段とを備える装置。
【請求項２８】
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、請
求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出するための手段をさら
に備える、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段をさらに備える、
請求項２９に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１２】
　[0225]本開示の前の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように
提供される。本開示の様々な変更が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義され
る一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で
開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送
信のためのチャネル占有識別子を挿入することと、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記第１
の送信を送信することとを備える方法。
［Ｃ２］
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）プリアンブルの少なくとも一部分
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの前記部分は少なくとも第１のシンボルと第２のシンボル
とを備え、前記方法は、
　前記第１のシンボルの第１のコンスタレーションに対して前記第２のシンボルの第２の
コンスタレーションを回転させることによって、前記Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルをフォーマ
ットすることをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記持続時間は、いくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備える
、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを求めて競合するためにリッスンビ
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フォアトーク（ＬＢＴ）手順を実施することと、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするための競合に勝ったことに少なく
とも部分的に基づいて、前記チャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信すること
とをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　再同期境界を過ぎたかどうか決定することと、
　前記再同期境界を過ぎていないと決定したことに少なくとも部分的に基づいて、前記チ
ャネル占有識別子を有する前記第１の送信を送信することとをさらに備える、Ｃ６に記載
の方法。
［Ｃ８］
　チャネル使用ビーコンシンボル（ＣＵＢＳ）の少なくとも一部分として、前記チャネル
占有識別子を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介した、前記チャネル占有識別子の送信時間を
時間ディザリングすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　セル識別子に少なくとも部分的に基づいて、前記送信時間を選択することをさらに備え
る、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　パブリックモバイルランドネットワーク（ＰＬＭＮ）識別子に少なくとも部分的に基づ
いて、前記送信時間を選択することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　前記第１の送信のデータサブフレームに前記チャネル占有識別子を挿入することを備え
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１の送信に前記チャネル占有識別子を挿入することは、
　少なくとも前記チャネル占有識別子の第１のインスタンスと、前記チャネル占有識別子
の第２のインスタンスとを前記第１の送信に挿入することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記送信することは第１の送信装置によって実施され、前記チャネル占有識別子の第１
の部分は、第２の送信装置によって送信された第２のチャネル占有識別子の重複送信の第
１の部分に共通であり、前記チャネル占有識別子の第２の部分は、前記第２の送信装置に
よって送信された前記第２のチャネル占有識別子の第２の部分とは異なる、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う第１の送信に、第２のＲＡＴを使う第２の送
信のためのチャネル占有識別子を挿入するための手段と、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して、前記チャネル占有識別子を有する前記第１
の送信を送信するための手段とを備える装置。
［Ｃ１６］
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、Ｃ
１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記チャネル占有識別子は、前記無認可無線周波数スペクトル帯域が予約されている持
続時間を識別する、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１８］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信の
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ためのチャネル占有識別子を受信することと、前記チャネル占有識別子は、無認可無線周
波数スペクトル帯域を介して受信される、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号することと、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることとを備える方法。
［Ｃ１９］
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、Ｃ
１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出することをさらに備え
る、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、Ｃ２０
に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記エネルギーレベルが閾を満足できないとき、前記第１のＲＡＴを使って前記無認可
無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えることをさらに備える、Ｃ２０に記載
の方法。
［Ｃ２３］
　前記チャネル占有識別子が、前記第１のＲＡＴを使う第１の送信機、それとも前記第２
のＲＡＴを使う第２の送信機から受信されたのか決定するために、前記チャネル占有識別
子を復号することをさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記バックオフ期間はいくつかの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル周期を備
える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は、ユーザ機器（ＵＥ）のセルラー受信機を備える
、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第１のＲＡＴを使う前記受信機は基地局のセルラー受信機を備える、Ｃ１８に記載
の方法。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使う受信機において、第２のＲＡＴを使う送信の
ためのチャネル占有識別子を受信するための手段と、前記チャネル占有識別子は、無認可
無線周波数スペクトル帯域を介して受信される、
　バックオフ期間を識別するために、前記チャネル占有識別子を復号するための手段と、
　前記バックオフ期間に少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記無
認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段とを備える装置。
［Ｃ２８］
　前記チャネル占有識別子は、Ｗｉ－Ｆｉプリアンブルの少なくとも一部分を備える、Ｃ
２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域のエネルギーレベルを検出するための手段をさら
に備える、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記エネルギーレベルに少なくとも部分的に基づいて、前記第１のＲＡＴを使って前記
無認可無線周波数スペクトル帯域にアクセスするのを控えるための手段をさらに備える、
Ｃ２９に記載の装置。
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